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佐賀市議会HP

令和５年２月定例会

日本の棚田百選「西の谷の棚田」（佐賀市富士町）
富士町のほぼ中央部、標高３５０ｍ、大串川の両岸に沿って約4.7㌶の棚田が広がる米作を中心
とした山村地域です。

2 令和５年度予算を可決

22
佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に
関する調査特別委員会
■委員会設置及び活動報告

■26名の議員が一般質問
14 「市政 ここが聞きたい」

12 常任委員会審査報告
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　２月定例会は２月 28 日に開会し、３月 23 日に閉会しました。当初予算９件、補正予算８件、条
例 19 件（うち委員会提出２件）、一般４件、人事２件の計 42 議案を可決（同意を含む）しました。
請願は賛成多数で趣旨採択しました。
　令和５年度の一般会計当初予算は前年度に比べ６億円増の１，０４６億円となりました。

令和５年度の重点取組

令和５年度の予算

１．「新しい“暮らし”を構想する」
２．「新しい“人”を巻き込む」
３．「新しい“体験”を創る」

◆社会保障関係経費の増加が見込まれる中、地方が地域社会のデジタル化や脱炭素化の推進な
ど様々な行政課題に対応しつつ、行政サービスを安定的に提供できるよう、地方の安定的な
財政運営に必要となる一般財源総額について、前年度と同水準を確保することとされている。

◆経済状況については、コロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、緩やかな持
ち直しが続いている。その一方で、原材料価格の上昇や円安の影響等によるエネルギーや食
料価格の高騰など、地域経済を取り巻く環境は依然として厳しい状況にある。

◆健全な財政運営に配慮しつつ、限られた財源を最大限に活用し、佐賀市の未来を“共創”す
るため、「３つの『新しい』を実行すること」をはじめとして、市民が豊かさを実感できるま
ちづくりに資する予算編成を講じている。

背　  景背　  景

令和５年度の予算規模
会　　計 予算額 増　　減（前年度比）
一般会計 １，０４６億円 ６億円（０．６％）

特
別
会
計

国民健康保険 ２６４億７，９００万円 ３億３，３００万円（１．３％）

国民健康保険診療所 １億２，８００万円 ９００万円（７．６％）

後期高齢者医療 ３８億３，８００万円 １億７，７００万円（４．８％）

企
業
会
計

自動車運送事業（市営バス） １２億２，５００万円 １，３００万円（１．１％）

水道事業 ７１億４，１００万円 △３億８，８００万円（△５．２％）

工業用水道事業 ３，０００万円 １，２００万円（６６．７％）

下水道事業 １５２億８，２００万円 △１８億９００万円（△１０．６％）

富士大和温泉病院事業 １９億２，８００万円 ２億２，５００万円（１３．２％）

※ 端数処理のため、増減率が一致しない場合があります。

「リッチ・ローカル 佐賀市」の実現を目指し、令和５年度のチャレンジとして、「３つの『新
しい』を実行する」を掲げる。
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◎令和５年度当初予算一般会計の状況
【歳入】 〔歳入総額　1,046億円〕

【歳出】 〔歳出総額　1,046億円〕         

《款　別》 《性質別》

市税
（318.6 億円）
30.5％

国庫支出金
（190.2 億円）
18.2％

地方交付税
（176.0 億円）
16.8％

交付金
（73.5 億円）
7.0％

県支出金
（102.5 億円）

9.8％

市債
（67.8 億円）
6.5％

地方譲与税
（7.4 億円）
0.7％

人件費
（149.3 億円）
14.3％

扶助費
（309.9 億円）
29.6％

民生費
（448.3 億円）
42.9％

総務費
（113.5 億円）
10.9％

教育費
（98.5 億円）
9.4％

公債費
（95.3 億円）
9.1％

衛生費
（94.3 億円）
9.0％

農林水産業費
（37.6 億円）
3.6％

※端数処理のため構成比が一致しない場合があります。

消防費
（40.8 億円）
3.9％

商工費
（26.1 億円）
2.5％

災害復旧費
（2.3 億円）
0.2％

議会費
（5.9 億円）
0.6％

その他
（2.6 億円）
0.2％

土木費
（80.8 億円）
7.7％

繰出金
（125.6 億円）
12.0％

補助費等
（81.8 億円）
7.8％

維持補修費
（23.2 億円）
2.2％

その他
（11.3 億円）
1.1％

積立金
（14.9 億円）
1.4％

物件費
（127.4 億円）
12.2％

投資的経費
（107.3 億円）
10.3％

公債費
（95.3 億円）
9.1％

自主財源
（428.6 億円）
41.0％依存財源

（617.4 億円）
59.0％

義務的経費
（554.5 億円）
53.0％

その他の
経費

（49.5 億円）
47.0％

繰入金
（37.8 億円）
3.6％

諸収入
（26.5 億円）
2.5％

使用料及び手数料
（18.6 億円）
1.8％

分担金及び負担金
（4.3 億円）
0.4％

寄附金
（20.0 億円）
1.9％

その他
（2.8 億円）
0.3％
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☆
Ｄ
Ｘ
推
進
経
費 ［
Ｄ
Ｘ
推
進
室
］１

０
０
９
万
円

・
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
デ
ジ
タ
ル
人
材
を
確
保
・
育

成
を
す
る
た
め
の
各
種
研
修
の
開
催
経
費
お
よ

び
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
等
に
要
す
る
経
費

☆
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
推
進
経
費 ［
Ｄ
Ｘ
推
進
室
］ 

１
億
７
２
９
９
万
円

・
佐
賀
市
公
式
ス
ー
パ
ー
ア
プ
リ
基
盤
の
第
２
期

構
築
お
よ
び
機
能
拡
充
等
に
要
す
る
経
費

☆
生
活
バ
ス
路
線
等
運
行
対
策
経
費 

　
［
交
通
政
策
課
］　　
　
　

   

３
億
１
６
５
万
円

・
生
活
バ
ス
路
線
お
よ
び
都
市
間

バ
ス
路
線
の
確
保
の
た
め
の
交

通
局
等
に
対
す
る
繰
出
金
・
補

助
金
等

☆
北
部
地
域
交
通
運
行
経
費 ［
交
通
政
策
課
］

６
３
６
６
万
円

・
北
部
地
域
に
お
け
る
交
通
対
策
と
し
て
運
行
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
等
に
対
す
る
補
助
経
費

★
次
世
代
交
通
調
査
研
究
実
証
経
費

 　
［
交
通
政
策
課
］　　
　
　
　

  

２
９
９
６
万
円

・
ニ
ュ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
に
係
る
調
査
・
研
究
お
よ

び
自
動
運
転
の
実
証
実
験
に
要
す
る
経
費

☆
藻
類
産
業
推
進
関
係
経
費 ［
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

推
進
課
］ 

 

４
３
６
４
万
円

・「
さ
が
藻
類
バ
イ
オ
マ
ス
協
議
会
」
の
運
営
お

よ
び
「
さ
が
藻
類
産
業
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
」

に
お
け
る
藻
類
培
養
等
の
研
究
開
発
に
要
す
る

経
費

☆
「
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
ブ
ラ
ン
ド
強
化
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
事
業 ［
広
報
課
］　  
８
０
０
万
円

・「
佐
賀
バ
ル
ー
ン
フ
ェ
ス
タ
」
を
全
国
区
の
佐

賀
市
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
確
立
さ
せ
る
た
め
、
首

都
圏
向
け
に
実
施
す
る
集
中
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

に
要
す
る
経
費

★
文
書
管
理・財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
構
築
経
費 

［
総
務
法
制
課・財
政
課
］

・
公
文
書
の
収
受
、起
案
、保
管
、廃
棄
等
を
管
理

す
る
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
予
算
編
成
、

執
行
、決
算
等
を
管
理
す
る
財
務
会
計
シ
ス
テ

ム
の
更
新
に
要
す
る
経
費

・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム・財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
構

築
業
務
委
託
料

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
債
務

　

負
担
行
為
限
度
額　
　

１
億
５
４
５
６
万
円

★
電
話
交
換
機
更
新
事
業 ［
財
産
活
用
課
］

４
９
５
０
万
円

・
電
話
交
換
機
の
更
新
お
よ
び
通
話
録
音
機
能
の

追
加
に
要
す
る
経
費

☆
久
保
田
地
区
公
共
施
設
再
編
整
備
事
業 

　
［
財
産
活
用
課
］　　
　
　
１
億
９
０
８
３
万
円

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の
複
合
化
施
設
へ
の

改
修
に
要
す
る
経
費

　
（
令
和
５
～
６
年
度
継
続
費
）

・
継
続
費
総
額　
４
億
８
０
６
７
万
円

☆
佐
賀
中
部
広
域
連
合
消
防
負
担

金 ［
危
機
管
理
防
災
課
］

31
億
９
６
９
６
万
円

・
佐
賀
中
部
広
域
連
合
に
対
す
る

常
備
消
防
負
担
金

★
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　

 ［
危
機
管
理
防
災
課
］　　
　

  

６
６
７
１
万
円

・
災
害
情
報
の
収
集・共
有・発
信
等
の
強
化
に
資

す
る
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
の
整
備
に
要
す
る
経

費
・
災
害
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
業
務
委
託
料

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
７
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　

   

２
億
２
２
３
５
万
円

☆
水
道
事
業
会
計
関
係
経
費 ［
企
画
政
策
課
］

２
９
６
８
万
円

・
水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金

★
電
子
契
約
シ
ス
テ
ム
導
入
経
費

 ［
企
画
政
策
課
］　　
　
　
　
　

 　
　

 　
42
万
円

・
事
務
効
率
化
お
よ
び
事
務
経
費
削
減
の
た
め
の

電
子
契
約
シ
ス
テ
ム
の
検
討
お
よ
び
導
入
に
要

す
る
経
費

★
物
流
拠
点
構
想
調
査
研
究
経
費

　

 ［
企
画
政
策
課
］  

　
　

 
８
７
６
万
円

・
南
部
地
域
に
お
け
る
物
流
拠
点
形
成
に
よ
る
経

済
活
性
化
・
雇
用
創
出
に
向
け
た
調
査
研
究
に 

要
す
る
経
費

★
総
合
計
画
策
定
経
費 ［
企
画
政
策
課
］  

２
１
７
５
万
円

・
第
３
次
佐
賀
市
総
合
計
画
の
策
定
に
要
す
る
経

費
☆
ふ
る
さ
と
納
税
推
進
事
業

　
［
企
画
政
策
課
］　　
　
　
11
億
６
０
７
８
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
の
促
進
に
向
け
た
各
種
広
報
お

よ
び
寄
附
者
へ
の
お
礼
品
の
発
送
等
に
要
す
る

経
費

★
は
新
規
事
業

総
　
務
　
部

企
画
調
整
部

令
和
５
年
度
当
初
予
算
主
要
事
業

令
和
５
年
度
当
初
予
算
主
要
事
業

☆
佐
賀
駅
周
辺
整
備
事
業 ［
佐
賀
駅
周
辺
整
備
構

想
推
進
室
］　　
　
　
　
　
　

 
７
５
９
３
万
円

・
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト（
三
溝
線
）沿
線
の
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
整
備
等
に
要
す
る
経
費

経
　
済
　
部

佐
賀
駅
周
辺
整
備
構
想
推
進
室

〔

〕

☆
Ｄ
Ｘ
推
進
支
援
モ
デ
ル
事
業 ［
工
業
振
興
課
］

３
０
０
万
円

・
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
の
体
制
整
備
等
に
取
り
組
む

企
業
の
伴
走
支
援
費
用
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
企
業
立
地
促
進
支
援
事
業 ［
工
業
振
興
課
］

・
市
内
へ
進
出
す
る
企
業
ま
た
は
市
内
移
転
す
る

企
業
に
対
す
る
用
地
あ
っ
せ
ん
や
基
盤
整
備
費

等
へ
の
補
助
に
要
す
る
経
費

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　
　
　
　
　
　
　
１
億
円

★
工
業
団
地
調
査
経
費 ［
工
業
振
興
課
］  ６

０
０
万
円

・
新
た
な
工
業
団
地
の
確
保
に
向
け
た
適
地
調
査

等
に
要
す
る
経
費

☆
工
業
用
水
道
事
業
会
計
繰
出
金

　

 ［
工
業
振
興
課
］ 　
　
　
　
　

 

１
９
９
２
万
円

・
工
業
用
水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計
か

ら
の
繰
出
金

★
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
お
も
て
な
し
推
進
事
業 

［
観
光
振
興
課
］  

　

 

１
６
０
０
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
競
技
別
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

の
参
加
者
や
来
訪
者
へ
の
お
も
て
な
し
の
実
施 

お
よ
び
本
市
の
魅
力
発
信
に
要
す
る
経
費

★
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
と
連
携
し
た
観
光
消
費
促
進
事
業 

［
観
光
振
興
課
］　　
　

  　
　
３
６
３
９
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
向
け
の
特
別
ク
ー

ポ
ン
の
発
行
や
市
内
観
光
周
遊
タ
ク
シ
ー
の
運 

行
、
宿
泊
プ
ラ
ン
造
成
支
援
に
要
す
る
経
費

★
街
な
か
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
促
進
事
業

　
［
商
業
振
興
課
］　　
　
　
　

 

１
９
８
０
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
来
訪
者
の
中
心
市
街
地
に

〔

〕 〔

〕
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お
け
る
回
遊
・
消
費
行
動
の
促
進
に
向
け
た
街 

な
か
店
舗
と
の
連
携
、
協
力
体
制
の
構
築
等
に

要
す
る
経
費

☆
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
事
業

　
［
観
光
振
興
課
］　　
　
　
　
　

   

９
３
４
万
円

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
推
進
の
た
め
の
情
報
発

信
や
ツ
ア
ー
造
成
に
向
け
た
誘
客
助
成
等
に
要

す
る
経
費

☆
熱
気
球
大
会
開
催
事
業 

　
［
観
光
振
興
課
］

１
億
７
１
８
６
万
円

・
熱
気
球
大
会
の
開
催
に
要
す

る
経
費

★
街
な
か
遊
休
不
動
産
マ
ッ
チ
ン
グ
推
進
事
業 

［
商
業
振
興
課
］  

　
　

 

６
５
０
万
円

・
中
心
市
街
地
の
遊
休
不
動
産
の
所
有
者
が
活
用

希
望
者
に
貸
し
出
す
た
め
に
行
う
施
設
整
備
費

に
対
す
る
補
助
経
費

★
地
域
計
画
策
定
経
費
・
目
標
地
図
案
策
定
経
費 

［
農
業
振
興
課
・
農
業
委
員
会
事
務
局
］

９
４
１
万
円

・
地
域
農
業
の
将
来
の
在
り
方
、
農
用
地
の
効
率

的
か
つ
総
合
的
な
利
用
に
関
す
る
目
標
等
を
定

め
る
地
域
計
画
策
定
お
よ
び
目
標
地
図
の
素
案

作
成
に
要
す
る
経
費

★
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
策
定
経
費

　
［
農
業
振
興
課
］　　
　
　
　
　
　

６
１
６
万
円

・
農
用
地
区
域
の
見
直
し
等
に
よ
る
農
業
振
興
地

域
整
備
計
画
の
変
更
に
要
す
る
経
費

☆
さ
が
園
芸
生
産
８
８
８
億
円
推
進
事
業

　

 ［
農
業
振
興
課
］　　
　

  

１
億
７
２
７
１
万
円

・
所
得
向
上
に
向
け
た
収
量
・
品
質
の
向
上
や
低

コ
ス
ト
化
、
規
模
拡
大
等
の
た
め
の
園
芸
用
ハ

ウ
ス
、
省
力
化
機
械
等
の
導
入
に
対
す
る
補
助

経
費

☆
ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業 ［
農
業
振
興
課
］

７
７
５
万
円

・
ス
マ
ー
ト
農
業
機
器
の
導
入
補
助
、
ス
マ
ー
ト

農
業
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の
研
修
会
を
行
う

「
佐
賀
市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」
に

対
す
る
補
助
経
費

☆
多
面
的
機
能
支
払
事
業（
田
ん
ぼ
ダ
ム
加
算
分
） 

［
農
村
環
境
課
］  

　
　

 

９
０
０
万
円

・
田
ん
ぼ
の
排
水
口
に
堰
板
を
設
置
し
雨
水
貯
留

能
力
を
高
め
、
大
雨
時
に
下
流
域
の
浸
水
被
害

を
軽
減
す
る
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
取
り
組
み
に
対
す

る
補
助
経
費

☆
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
等
防
除
対
策
経
費 

［
農
村
環
境
課
］ 　
　
　
　
　

  

５
０
８
０
万
円

・
水
路
等
に
お
い
て
大
規
模
に
繁
茂
す
る
特
定
外

来
生
物
（
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
、
ブ
ラ
ジ

ル
チ
ド
メ
グ
サ
）
の
除
去
、
防
除
お
よ
び
し
ゅ

ん
せ
つ
に
要
す
る
経
費

★
経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業
（
東
与
賀
地
区
事

業
計
画
書
策
定
分
） ［
農
村
環
境
課
］

１
３
６
５
万
円

・
東
与
賀
地
区
に
お
け
る
農
業
基
盤
の
再
整
備
の

た
め
の
事
業
計
画
書
策
定
に
要
す
る
経
費

★
間
伐
等
森
林
整
備
促
進
対
策
事
業

　
［
森
林
整
備
課
］　　
　
　
　

  

２
８
７
１
万
円

・
施
業
の
効
率
化
と
生
産
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
る

た
め
の
高
性
能
林
業
機
械
の
導
入
に
対
す
る
補

助
経
費

★
自
伐
林
家
育
成
研
修
事
業
・
林
業
経
営
体
人
材

確
保
事
業 ［
森
林
整
備
課
］　     
７
８
５
万
円

・
担
い
手
の
確
保
・
育
成
の
た
め
の
自
伐
型
林
業

に
関
す
る
技
術
等
の
研
修
会
実
施
お
よ
び
林
業

経
営
体
の
負
担
す
る
福
利
厚
生
費
用
に
対
す
る

補
助
に
要
す
る
経
費

★
漁
業
被
害
対
策
特
別
資
金
利
子
補
給
事
業

　
［
水
産
振
興
課
］　　
　
　
　
　

  

９
５
６
万
円

・
漁
業
不
振
に
よ
り
事
業
継
続
が
危
惧
さ
れ
る
漁

家
に
対
す
る
特
別
資
金
貸
付
に
係
る
利
子
補
給

に
要
す
る
経
費

・
漁
業
被
害
対
策
特
別
資
金
利
子
補
給

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
10
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　
　
　
　
５
６
４
６
万
円

☆
有
明
海
沿
岸
漁
場
作
澪
事
業 ［
水
産
振
興
課
］

１
億
９
３
２
０
万
円

・
河
川
か
ら
の
栄
養
塩
を
ノ
リ
養
殖
漁
場
全
体
に

行
き
渡
ら
せ
る
た
め
の
有
明
海
の
作
澪
工
事
に

要
す
る
経
費

☆
建
築
物
耐
震
対
策
事
業 ［
建
築
指
導
課
］

５
億
６
８
７
３
万
円

・
建
築
物
の
耐
震
診
断
、
耐
震
補
強
設
計
お
よ
び

耐
震
改
修
工
事
な
ら
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去

等
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
周
辺
道
路
整
備

事
業 ［
道
路
管
理
課
］　  

１
億
１
４
７
２
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
周
辺
道
路
（
総

合
運
動
場
高
木
団
地
線
・
総
合
運
動
場
西
線
）

整
備
に
要
す
る
経
費

☆
川
副
中
央
幹
線
道
路
整
備
事
業

　
［
道
路
整
備
課
］　　

  　
４
億
８
１
３
５
万
円

・
有
明
海
沿
岸
道
路
川
副
Ｉ
Ｃ
（
仮
称
）
の
ア
ク

セ
ス
道
路
と
な
る
川
副
中
央
幹
線
の
道
路
改
良

工
事
等
に
要
す
る
経
費

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　
　
２
億
９
５
０
０
万
円

☆
佐
賀
コ
ロ
ニ
ー
跡
地
開
発
関
連
道
路
・
水
路
整

備
事
業 ［
道
路
整
備
課
・
河
川
砂
防
課
］

６
３
９
０
万
円

・
佐
賀
コ
ロ
ニ
ー
跡
地
に
県
が
開
発
す
る
産
業
団

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
お
よ
び
排
水
路
整
備
に

要
す
る
経
費

☆
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
（
三
溝
線
）
整
備
事

業 ［
道
路
整
備
課
］　　

  

２
億
２
１
０
０
万
円

・
サ
ン
ラ
イ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
（
三
溝
線
）
の
道
路

整
備
、
歩
道
の
高
質
化
整
備
お
よ
び
無
電
柱
化

整
備
に
要
す
る
経
費

★
三
次
元
測
量
シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

　

 ［
河
川
砂
防
課
］ 　
　
　
　
　
　

 

１
９
５
万
円

・
災
害
発
生
時
に
被
災
箇
所
を
撮
影
す
る
こ
と
で

自
動
測
量
を
行
う
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
要
す
る

経
費

☆
河
川
水
路
の
浚
渫
伐
採
事
業 ［
河
川
砂
防
課
］

１
億
１
２
１
８
万
円

・
大
雨
・
洪
水
時
に
お
い
て
、
河
川
水
路
の
氾
濫

や
家
屋
等
の
浸
水
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
水

草
繁
茂
箇
所
お
よ
び
泥
土
堆
積
箇
所
の
除
草
・

し
ゅ
ん
せ
つ
に
要
す
る
経
費

☆
河
川
改
修
事
業 ［
河
川
砂
防
課
］ 

 

３
億
１
６
６
０
万
円

・
河
川
排
水
機
能
向
上
お
よ
び
浸
水
被
害
軽
減
の

た
め
の
改
修
経
費
（
５
河
川
）

★
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
経
費

　

 ［
都
市
政
策
課
］　　
　
　
　

  

１
４
３
８
万
円

・
都
市
の
将
来
像
や
土
地
利
用
の
基
本
方
針
、
都

市
施
設
の
整
備
方
針
な
ど
、
都
市
計
画
の
総
合

的
な
指
針
を
定
め
る
た
め
の
計
画
策
定
に
要
す

る
経
費

☆
八
戸
天
祐
線
街
路
整
備
事
業 ［
道
路
整
備
課
］

１
億
９
１
４
万
円

・
市
道
大
財
町
北
島
線
と
国
道
２
０
７
号
を
南
北

に
結
ぶ
八
戸
天
祐
線
の
道
路
改
良
工
事
等
に
要

す
る
経
費

☆
神
野
公
園
再
整
備
事
業 ［
緑
化
推
進
課
］

４
６
１
万
円

・
神
野
公
園
の
再
整
備
に
向
け
た
基
本
構
想
策
定

に
要
す
る
経
費

☆
嘉
瀬
地
区
多
目
的
広
場
整
備
事
業

　

 ［
緑
化
推
進
課
］　　
　
　
　

  

４
０
２
２
万
円

・
嘉
瀬
地
区
多
目
的
広
場
の
整
備
に
要
す
る
経
費

☆
光
法
団
地
建
替
事
業 

　
［
建
築
住
宅
課
］

４
億
７
８
３
５
万
円

・
市
営
光
法
団
地
の
現
地
建
て

替
え
に
要
す
る
経
費

　
（
令
和
５
～
６
年
度
継
続
費
）

・
継
続
費
総
額

　
11
億
１
９
１
万
円

農
林
水
産
部

建
　
設
　
部

〔

〕 〔

〕
★
カ
ラ
ス
対
策
経
費
（
鳥
害
防
止
機
器
の
電
線
設

置
実
証
実
験
分
） ［
環
境
政
策
課
］　   

29
万
円

環
　
境
　
部



6

保
健
福
祉
部

子
育
て
支
援
部

市
民
生
活
部

★
地
域
女
性
活
躍
推
進
事
業 ［
人
権
・
同
和
政
策
・

男
女
参
画
課
］ 

 

　
　

 

４
０
０
万
円

・
市
内
事
業
所
等
で
働
く
女
性
や
女
子
学
生
な
ど

の
交
流
の
場
を
創
出
す
る
た
め
の
経
費

☆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
関
連
事
務
経
費 

［
市
民
生
活
課
］   　

 　
　
１
億
２
２
８
３
万
円

・
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
基
盤
と
な
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
等
に
要
す
る
経
費

☆
火
葬
場
改
修
事
業 ［
市
民
生
活
課
］

１
億
１
７
０
万
円

・
つ
く
し
斎
場
の
耐
震
改
修
、
屋
上
防
水
改
修
等

に
要
す
る
経
費

☆
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通
じ
た
継
続
的
支
援
事
業 

［
福
祉
総
務
課
］　　

   

　

 

４
６
６
２
万
円

・
困
り
ご
と
を
抱
え
る
市
民
へ
の
家
庭
訪
問
等
に

よ
り
相
談
窓
口
や
社
会
参
加
等
に
つ
な
げ
る
た

め
の
経
費

☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

　

 ［
保
険
年
金
課
］　　
　

  

21
億
７
７
５
９
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計

か
ら
の
繰
出
金

☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計 ［
保
険
年
金
課
］

（
２
６
４
億
７
９
０
７
万
円
）

☆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
繰
出
金 

　
［
三
瀬
診
療
所
］　　
　
　

 　

 

２
８
３
５
万
円

・
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計
に
対
す
る
一

般
会
計
か
ら
の
繰
出
金

☆
国
民
健
康
保
険
診
療
所
特
別
会
計

 　
［
三
瀬
診
療
所
］ 　
　

 （
１
億
２
８
３
４
万
円
）

★
情
報
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
推
進
経
費 

　
［
障
が
い
福
祉
課
］　　
　
　
　

   

３
４
５
万
円

・
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ

た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進

に
関
す
る
条
例
に
基
づ
き
障
が
い
に
応
じ
た
意

思
疎
通
手
段
の
普
及
や
促
進
に
要
す
る
経
費

☆
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業
・
障
害
児
通
所
支

援
事
業 ［
障
が
い
福
祉
課
］
86
億
１
９
３
万
円

・
障
が
い
者
の
介
護
・
訓
練
サ
ー
ビ
ス
、
障
が
い

児
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
自
立
支
援
医
療
等
の
給

付
経
費

★
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
策
定
経
費

　

 ［
高
齢
福
祉
課
］　　
　
　
　
　

  　
　
95
万
円

・
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
に
要
す
る
経
費

☆
佐
賀
中
部
広
域
連
合
介
護
保
険
負
担
金

　
［
高
齢
福
祉
課
］　　
　
　
32
億
７
０
９
４
万
円

・
佐
賀
中
部
広
域
連
合
が
支
払
う
介
護
給
付
費
に

対
す
る
負
担
金

☆
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
療
養
給
付
費
負
担

金 ［
保
険
年
金
課
］  　

  

27
億
６
１
５
１
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
が
支
払
う
療
養
給

付
費
に
対
す
る
負
担
金

☆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
繰
出
金

 　
［
保
険
年
金
課
］　　
　

  

９
億
８
９
１
２
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
に
対
す
る
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
金

☆
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計 ［
保
険
年
金
課
］

（
38
億
３
８
３
８
万
円
）

☆
生
活
保
護
費 ［
生
活
福
祉
課
］52

億
１
０
０
０
万
円

・
被
保
護
世
帯
に
対
す
る
扶
助
費

☆
富
士
大
和
温
泉
病
院
事
業
会
計
繰
出
金

　

 ［
健
康
づ
く
り
課
］　　

  

３
億
３
５
４
９
万
円

・
富
士
大
和
温
泉
病
院
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金

☆
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
関
連
経
費

 　
［
健
康
づ
く
り
課
］　　

  
１
億
８
８
２
４
万
円

・
妊
娠
・
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
伴
走
型
相
談
支

援
の
充
実
お
よ
び
経
済
的
支
援
等
の
実
施
に
要

す
る
経
費

★
骨
髄
等
移
植
ド
ナ
ー
助
成
事
業 

　
［
健
康
づ
く
り
課
］　　
　
　
　
　
　

  

28
万
円

・
骨
髄
等
の
提
供
を
行
っ
た
ド
ナ
ー
に
対
す
る
助

成
に
要
す
る
経
費

・
佐
賀
城
公
園
周
辺
に
お
け
る
カ
ラ
ス
被
害
を
減

少
さ
せ
る
た
め
、
電
線
所
有
者
と
協
力
し
、
鳥 

害
防
止
機
器
を
電
線
に
設
置
す
る
実
証
実
験
に

要
す
る
経
費

★
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
経
費

　
［
環
境
政
策
課
］ 　
　
　
　
　
　

  

５
７
２
万
円

・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
の
策
定
に
要
す
る

経
費

・
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
策
定
業
務
委
託
料

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　
　
　
　
　
８
０
０
万
円

★
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業 

［
環
境
政
策
課
・
施

設
機
能
向
上
推
進
室
］　　
　

  

１
５
２
５
万
円

・
市
民
お
よ
び
市
内
事
業
者
に
よ
る
脱
炭
素
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
へ
の
補
助
経
費

☆
下
水
道
事
業
会
計
繰
出
金 ［
環
境
政
策
課
］

29
億
４
０
２
９
万
円

・
下
水
道
事
業
会
計
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら
の

繰
出
金

★
粗
大
ご
み
受
付
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　

 ［
循
環
型
社
会
推
進
課
］　　
　

  

７
３
５
万
円

・
粗
大
ご
み
回
収
申
し
込
み
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受

け
付
け
、
手
数
料
支
払
い
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
に
対
応
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
要

す
る
経
費

★
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
循
環
モ
デ
ル
構
築
検
討
事
業 

［
施
設
機
能
向
上
推
進
室
］　　

  

８
１
２
万
円

・
清
掃
工
場
の
廃
棄
物
発
電
で
発
生
す
る
電
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
に
活
用
し
た
地
域
エ
ネ
ル

ギ
ー
循
環
モ
デ
ル
の
検
討
に
要
す
る
経
費

☆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
事
業 

　
［
施
設
機
能
向
上
推
進
室
］　　
　

７
９
３
万
円

・
太
陽
光
発
電
の
第
三
者
普

及
モ
デ
ル
の
普
及
に
係
る

事
業
者
へ
の
支
援
、
山
間

部
で
の
小
水
力
発
電
の
設

置
等
に
向
け
た
支
援
に
要

す
る
経
費

☆
最
終
処
分
場
埋
立
工
区
整
備
事
業

　

 ［
施
設
機
能
向
上
推
進
室
］　  

３
５
３
９
万
円

・
最
終
処
分
場
の
埋
立
容
量
を
確
保
す
る
再
整
備

に
向
け
た
実
施
設
計
等
に
要
す
る
経
費

★
し
尿
等
前
処
理
施
設
関
係
経
費

　

 ［
衛
生
セ
ン
タ
ー
］　　
　
　

  

４
５
３
５
万
円

・
７
月
か
ら
供
用
開
始
す
る
し
尿
等
前
処
理
施
設

の
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
（
上
下
水
道
局
か

ら
の
受
託
事
業
）

☆
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
経
費 ［
子
育
て
総
務
課
］

５
億
３
７
８
０
万
円

・
専
用
館
お
よ
び
余
裕
教
室
等
を
活
用
し
た
児
童

ク
ラ
ブ
の
運
営
お
よ
び
民
間
事
業
者
へ
の
運
営

委
託
に
要
す
る
経
費

★
子
育
て
応
援
記
念
品
寄
贈
事
業

　

 ［
子
育
て
総
務
課
］　　
　
　
　

  

６
０
０
万
円

・
出
生
児
へ
の
木
製
玩
具
の
作
製
・
寄
贈
に
要
す

る
経
費

★
ひ
と
り
親
家
庭
等
総
合
支
援
計
画
策
定
経
費 

［
こ
ど
も
家
庭
課
］　　
　
　
　

  

２
９
１
万
円

・
ひ
と
り
親
家
庭
等
総
合
支
援
計
画
の
策
定
に
要

す
る
経
費

☆
子
育
て
支
援
短
期
利
用
経
費

　

 

［
こ
ど
も
家
庭
課
］　　
　
　
　

 

７
９
６
万
円

・
家
庭
で
の
養
育
が
一
時
的
に
困
難
と
な
っ
た
保

護
者
が
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
等
を
安
定
し
て
利
用

で
き
る
体
制
の
確
保
に
要
す
る
経
費

☆
子
ど
も
の
医
療
費
助
成
経
費

　

 

［
こ
ど
も
家
庭
課
］　　

  

７
億
９
９
３
０
万
円

・
０
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助
成
に
要
す

る
経
費

☆
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
関
連
経
費

　

 

［
保
育
幼
稚
園
課
］ 

１
１
８
億
８
２
２
８
万
円

・
子
ど
も
の
た
め
の
教
育
・
保
育
給
付
、
子
育
て

の
た
め
の
施
設
等
利
用
費
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
事
業
等
に
要
す
る
経
費

★
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
経
費 

［
保
育
幼
稚
園
課
］　　
　
　
　
　
１
２
５
万
円

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
の
策
定
に
要

す
る
経
費

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
策
定
業
務
委

託
料

〔

〕



7

さが市議会だより第 80号（令和 5年 2月定例会）

行
政
委
員
会

国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
推
進
部

地
域
振
興
部

教
　
育
　
部

☆
地
方
創
生
移
住
支
援
事
業 ［
地
域
政
策
課
］

２
９
４
２
万
円

・
県
外
か
ら
本
市
に
移
住
し
、
就
業
、
起
業
等
を

し
た
者
へ
の
支
援
金
の
交
付
に
要
す
る
経
費

☆
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
事
業 

　
［
協
働
推
進
課
］　　
　

  　
　

５
８
０
５
万
円

・
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
支
援
お
よ
び
活
動

費
助
成
等
に
要
す
る
経
費

☆
三
重
津
海
軍
所
跡
整
備
事
業 ［
文
化
財
課
］

６
３
９
５
万
円

・
三
重
津
海
軍
所
跡
整
備
に
お
け
る
史
跡
追
加
指

定
地
の
用
地
取
得
お
よ
び
実
施
設
計
等
に
要
す

る
経
費

☆
市
民
芸
術
祭
開
催
事
業 ［
歴
史
・
文
化
課
］

１
５
０
０
万
円

・
第
11
回
市
民
芸
術
祭
を
文
化
会
館
周
辺
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
合
わ
せ
た
記
念
事
業
と
し
て
開

催
す
る
実
行
委
員
会
に
対
す
る
補
助
経
費

★
公
民
館
の
あ
り
方
検
討
事
業

　

 ［
公
民
館
支
援
課
］　　
　
　
　

  

２
３
８
万
円

・
今
後
の
公
民
館
の
在
り
方
（
機
能
、
役
割
、
位

置
づ
け
等
）
に
つ
い
て
の
検
討
会
の
実
施
、
先

進
地
視
察
等
に
要
す
る
経
費

☆
公
民
館
施
設
整
備
事
業 ［
公
民
館
支
援
課
］ 

 

６
億
３
３
０
５
万
円

・
公
民
館
（
３
館
）
の
改
築
等
に
要
す
る
経
費

★
ア
ス
リ
ー
ト
育
成
支
援
事
業 

　
［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］　　
　
　

  

２
０
０
万
円

・
合
同
会
社
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
い
く
す
と
が
運
営
す
る
高

校
生
ア
ス
リ
ー
ト
寮
の
運
営
費
に
対
す
る
補
助

経
費

☆
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
連
携
事
業

　

 ［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］ 

　

 

５
３
０
８
万
円

・
佐
賀
バ
ル
ー
ナ
ー
ズ
と
の
連
携
・
交
流
に
要
す

る
経
費

★
ス
ポ
ー
ツ
施
設
整
備
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定

経
費 ［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］　　

  

１
０
５
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
今
後
の
施
設
整
備
の
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
策
定
に
要
す
る
経
費

☆
諸
富
文
化
体
育
館
改
修
事
業

　

 

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］ 　
　
　

８
３
５
８
万
円

・
諸
富
文
化
体
育
館
の
既
存
空
調
設
備
の
改
修
に

要
す
る
経
費

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　
　
　
２
億
９
７
９
万
円

☆
健
康
運
動
セ
ン
タ
ー
災
害
復
旧
事
業

　

 

［
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
］　 

２
億
２
５
２
７
万
円

・
令
和
３
年
８
月
豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
機
械
設

備
等
の
復
旧
経
費

☆
特
別
支
援
教
育
推
進
事
業 ［
学
校
教
育
課
］

２
億
７
７
７
６
万
円

・
障
が
い
等
に
よ
り
学
校
生
活
を
送
る
上
で
困
難

さ
を
感
じ
て
い
る
児
童
生
徒
を
支
援
す
る
た
め

の
学
校
生
活
支
援
員
お
よ
び
特
別
支
援
学
級
支

援
員
の
配
置
等
に
要
す
る
経
費

★
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
の
試
験
導
入
経
費

　

 

［
学
校
教
育
課
］　　
　
　
　
　

 

２
７
１
万
円

・
中
学
校
の
英
語
授
業
に
お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
英

会
話
の
試
験
導
入
に
要
す
る
経
費

★
休
日
部
活
動
地
域
移
行
推
進
事
業

　

 
［
学
校
教
育
課
］　　
　
　
　
　

 

５
０
０
万
円

・
休
日
部
活
動
の
地
域
移
行
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
の
実
施
に
要
す
る
経
費

☆
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
関
連
経
費

　

 ［
学
校
教
育
課
・
学
事
課
］　  

１
９
９
５
万
円

・
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
の
た
め
の
教
員
業
務
支

援
員
の
配
置
お
よ
び
部
活
動
指
導
員
の
活
用
に

要
す
る
経
費

☆
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
関
係
経
費 ［
学
校
教
育
課
］

４
億
７
３
３
４
万
円

・
小
中
学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
の
維
持

管
理
に
要
す
る
経
費

★
学
校
図
書
シ
ス
テ
ム
整
備
費
・
図
書
館
情
報

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
更
新
事
業

　
［
学
校
教
育
課
・
図
書
館
］
１
億
５
４
７
３
万
円

・
学
校
図
書
館
、
市
立
図
書
館
の
図
書
シ
ス
テ
ム

の
更
新
に
要
す
る
経
費

☆
学
校
長
寿
命
化
改
良
・
改
築
事
業

　

 

［
教
育
総
務
課
］　　

 　
２
億
６
９
３
０
万
円

・
校
舎
等
の
予
防
改
修
（
小
学
校
３
校
）、
長
寿

命
化
（
小
学
校
２
校
、
中
学
校
１
校
）
お
よ
び

改
築
（
中
学
校
１
校
）
に
要
す
る
経
費

★
子
育
て
応
援
情
報
配
信
事
業
・
共
育
応
援
モ
デ

ル
事
業 

［
社
会
教
育
課
］　　
　
　
　

 

91
万
円

・
子
育
て
に
対
す
る
具
体
的
な
ス
キ
ル
、
コ
ツ
等

の
動
画
配
信
や
、
子
育
て
中
の
保
護
者
同
士
の 

学
び
の
場
を
提
供
す
る
「
な
か
ま
ほ
い
く
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
の
実
施
に
要
す
る
経
費

★
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ 

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｒ
Ｙ 

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
基
本

構
想
・
計
画
策
定
経
費
［
図
書
館
］

１
５
４
７
万
円

・
基
本
構
想
お
よ
び
基
本
計
画
の
策
定
に
要
す
る

経
費

☆
学
校
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
経
費 ［
学
事
課
］

６
８
９
２
万
円

・
物
価
高
騰
等
の
た
め
改
定

す
る
学
校
給
食
費
の
値
上

げ
相
当
分
の
補
助
経
費

☆
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ

大
会
推
進
事
業
費
［
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
総
務

課
・
競
技
課
］　　
　
　

 

６
億
９
２
８
４
万
円

・
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス
ポ
競
技
別
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
の
開
催
や
本
大
会
開
催
に
向
け
た
競
技 

会
場
の
実
施
設
計
、
輸
送
計
画
策
定
、
各
種
広

報
等
に
要
す
る
経
費

☆
県
議
会
議
員
選
挙
執
行
費 

　
［
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
］　
９
５
９
７
万
円

・
任
期
満
了
に
伴
う
県
議
会
議
員
選
挙
に
要
す
る

経
費

　
令
和
５
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま
で
の
債
務

　
負
担
行
為
限
度
額　
　
　
　
　
３
１
３
万
円

☆
保
育
士
就
職
支
援
金
給
付

事
業
・
保
育
士
家
賃
補
助

事
業 ［
保
育
幼
稚
園
課
］

１
３
３
２
万
円

・
市
内
の
保
育
所
等
に
新
規

就
職
予
定
の
保
育
士
に
対

す
る
就
職
支
援
金
の
給
付

や
家
賃
補
助
に
要
す
る
経

費
☆
一
時
保
育
経
費 ［
保
育
幼
稚
園
課
］２０

８
４
万
円

・
一
時
的
に
家
庭
で
の
保
育
が
困
難
と
な
っ
た
乳

幼
児
の
一
時
的
な
預
か
り
を
実
施
す
る
事
業
者

に
対
す
る
補
助
等
に
要
す
る
経
費

☆
私
立
保
育
園
等
整
備
助
成
経
費

　

 ［
保
育
幼
稚
園
課
］　　

  　
３
億
４
７
２
万
円

・
教
育
・
保
育
施
設
の
改
築
を
実
施
す
る
事
業
者

に
対
す
る
整
備
費
用
の
補
助
経
費

★
保
育
環
境
向
上
等
事
業 ［
保
育
幼
稚
園
課
］

１
０
２
９
万
円

・
教
育
・
保
育
施
設
に
お
け
る
保
育
環
境
の
向
上

に
資
す
る
設
備
・
備
品
の
更
新
等
を
実
施
す
る

事
業
者
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
保
育
施
設
等
給
食
物
価
高
騰
等
対
策
経
費

　

 ［
保
育
幼
稚
園
課
］　　

  

１
億
３
６
６
６
万
円

・
保
育
施
設
等
の
給
食
に
か
か
る
食
材
費
等
の
物

価
上
昇
相
当
分
の
補
助
等
に
要
す
る
経
費

☆
公
立
認
定
こ
ど
も
園
整
備
事
業

　

 ［
保
育
幼
稚
園
課
］　  　
10
億
８
１
７
９
万
円

・
公
立
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備
に
要
す
る
経
費

　
（
令
和
４
～
５
年
度
継
続
費
）

・
継
続
費
総
額　
12
億
３
５
４
８
万
円

〔

〕

〔

〕
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佐
賀
市
情
報
通
信
技
術
を
活
用
し
た

行
政
の
推
進
に
関
す
る
条
例

・
行
政
運
営
の
簡
素
化
や
効
率
化
を

図
り
、
も
っ
て
市
民
生
活
の
向
上

に
寄
与
す
る
た
め
、
条
例
や
規
則

に
お
い
て
書
面
等
に
よ
り
行
う
こ

と
と
さ
れ
て
い
る
手
続
等
の
オ
ン

ラ
イ
ン
化
に
必
要
な
事
項
を
定
め

る
も
の
。

佐
賀
市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
が

い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す

る
条
例

・
全
て
の
市
民
が
、
障
が
い
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
、
互
い
に
尊
重
し

合
い
、
い
き
い
き
と
生
活
す
る
地

域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
手
話

言
語
の
普
及
お
よ
び
障
が
い
の
特

性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
、
市
の
責
務
や

市
民
お
よ
び
事
業
者
の
役
割
を
明

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の

推
進
方
針
を
定
め
る
も
の
。

佐
賀
市
事
務
分
掌
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

・
ま
ち
づ
く
り
に
関
連
す
る
施
策
を

総
合
的
か
つ
効
果
的
に
推
進
す
る

た
め
、「
都
市
戦
略
部
」
の
新
設

等
を
行
う
も
の
。

☆
介
護
給
付
費
・
訓
練
等
給
付
費

２
億
６
７
４
１
万
円

・
障
が
い
者
の
介
護
・
訓
練
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
給
付
経
費

☆
障
が
い
児
保
育
経
費
・
特
別
支
援

教
育
経
費　
　
　

  

５
１
５
１
万
円

・
障
が
い
児
を
受
け
入
れ
る
保
育
施

設
等
に
対
す
る
補
助
経
費

☆
漁
港
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
事
業　
　

  

２
億
１
６
２
０
万
円

・
機
能
保
全
計
画
に
基
づ
き
実
施
す

る
漁
港
施
設
の
維
持
管
理
の
た
め

の
泊
地
や
航
路
の
し
ゅ
ん
せ
つ
に

要
す
る
経
費

〔
繰
越
明
許
費
〕

☆
川
副
中
央
幹
線
道
路
整
備
事
業

　
８
７
０
０
万
円

・
有
明
海
沿
岸
道
路
川
副
Ｉ
Ｃ
（
仮

称
）
の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
な
る
川

副
中
央
幹
線
の
道
路
改
良
工
事
等

に
要
す
る
経
費

〔
繰
越
明
許
費
〕

☆
開
成
小
学
校
屋
内
運
動
場
予
防
改

修
事
業　
　
　

  

１
億
８
９
３
万
円

・
開
成
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
長
寿

命
化
の
た
め
の
屋
上

の
防
水
層
や
外
壁
の

予
防
的
な
改
修
工
事

等
に
要
す
る
経
費

〔
繰
越
明
許
費
〕

★
ノ
リ
養
殖
漁
場
改
善
緊
急
対
策

　
事
業　
　
　
　
　

 

５
３
０
０
万
円

・
漁
業
者
が
実
施
す
る
栄
養
塩
添
加

に
要
す
る
経
費
に
対
す
る
補
助
経

費

　〔
繰
越
明
許
費
〕

★
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地
域
振
興
券
発
行

事
業　
　
　

 

２
億
５
７
５
０
万
円

・
市
内
の
店
舗
で
利
用
で

き
る
プ
レ
ミ
ア
ム
付
地

域
振
興
券
の
発
行
に
要

す
る
経
費〔

繰
越
明
許
費
〕

☆
企
業
立
地
支
援
事
業  　

９
３
２
万
円

・
企
業
立
地
に
伴
う
補
助
金

☆
企
業
立
地
促
進
支
援
事
業

４
４
０
８
万
円

・
市
内
移
転
（
拡
張
）
を
行
っ
た
企

業
の
基
盤
整
備
費
に
対
す
る
補
助

経
費

◎
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
も
の

◎
国
の
予
算
措
置
に
呼
応
し
た
事
業

保
健
福
祉
部

子
育
て
支
援
部

農
林
水
産
部

建
設
部

教
育
部

経
済
部

農
林
水
産
部

★
は
新
規
事
業

副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て
同
意
し

た
。

▽
鈴
木
宏
一
郎 

氏

公
平
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
同
意
し
た
。

▽
松
永
　
政
文 

氏

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に

つ
い
て
、
異
議
な
き
旨
答
申
し
た
。

▽
土
井
健
太
郎 

氏

▽
世
戸
　
亜
希 

氏

［
全
会
一
致
で
可
決
］

▼
子
ど
も
関
連
予
算
の
確
保
と
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

人　

事

意
見
書

　
今
回
の
補
正
予
算
は
、
緊
急
な
措

置
を
要
す
る
事
業
の
経
費
の
ほ
か
、

国
の
予
算
措
置
に
呼
応
し
た
事
業
や

決
算
見
込
み
等
に
よ
る
補
正
措
置
を

講
じ
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
の
総
額

は
、
約
１
億
２
６
０
０
万
円
の
減
額

で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
、
約

１
１
２
０
億
７
１
０
０
万
円
と
な
り
、

前
年
度
同
期
に
比
べ
４
・
３
％
の
減
と

な
り
ま
す
。

令和４年度一般会計補正予算/条例等

令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

条
例
等
の
主
な
も
の
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さが市議会だより第 80号（令和 5年 2月定例会）

議案等の審議結果議案等の審議結果
議案番号 議　　案　　名 審議結果

令
和
５
年
度
予
算

1 一般会計予算 総額 1,046 億円 全会一致で可決
2 国民健康保険特別会計予算 総額 264 億 7,900 万円 賛成多数で可決
3 国民健康保険診療所特別会計予算 総額 1 億 2,800 万円 全会一致で可決
4 後期高齢者医療特別会計予算 総額 38 億 3,800 万円 賛成多数で可決
5 自動車運送事業会計予算（市営バス） 総額 12 億 2,500 万円

全会一致で
可決

6 水道事業会計予算 総額 71 億 4,100 万円
7 工業用水道事業会計予算 総額 3,000 万円
8 下水道事業会計予算 総額 152 億 8,200 万円
9 富士大和温泉病院事業会計予算 総額 19 億 2,800 万円

令
和
４
年
度
補
正
予
算

10 ※ 一般会計補正予算（第１０号） 補正額 △ 1 億 2,610 万円
11 ※ 国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 補正額 6 億 3,402 万円
12 ※ 国民健康保険診療所特別会計補正予算（第２号） 補正額 △ 1,130 万円
13 ※ 後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 補正額 △ 2,053 万円
14 ※ 自動車運送事業会計補正予算（第２号）（市営バス）
15 ※ 水道事業会計補正予算（第２号）
16 ※ 下水道事業会計補正予算（第２号）
17 ※ 富士大和温泉病院事業会計補正予算（第２号）

条
例

18 個人情報の保護に関する法律施行条例
19 退職手当基金条例
20 情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例
21 手話言語の普及及び障がいの特性に応じたコミュニケーション手段の利用の促進に関する条例 賛成多数で可決
22 消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の改正

全会一致で
可決

23 ※ 事務分掌条例の改正
24 手数料条例の改正
25 市営住宅条例の改正
26 国民健康保険条例の改正
27 重度心身障害者に対する医療費の助成に関する条例の改正
28 放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の改正
29 家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の改正
30 特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の改正
31 公民館条例の改正
32 体育施設条例の改正
33 視聴覚ライブラリー設置条例の廃止
34 佐賀市議会議員及び佐賀市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の改正

一
般

35 市道路線の廃止 蠣久東 1 号線ほか 1 路線
36 市道路線の認定 平尾 5 号線ほか 14 路線

37 ※ 佐賀市文化会館西側広場改修（外構）工事請負契約の一部変更 契約金額を 312 万 4 千円増額
38 ※ 損害賠償の額の決定及び和解

人
事

39 副市長の選任 鈴木　宏一郎　氏 全会一致で
同意40 公平委員会委員の選任 松永　政文　氏

条
例

41 市議会の個人情報の保護に関する条例 全会一致で
可決42 市議会委員会条例の改正

請願 受理番号 1 学校給食費の食材費高騰分を保護者負担にしないでください 賛成多数で趣旨採択

賛否が分かれた議案等の採決結果
賛成：○　　反対：●　　退席：退　　欠席：欠

さ…さが未来　市…市民共同　佐…佐賀みのりの会
（重田音彦議員は議長のため、採決に加わっていません）        
      

※は３月３日に議決、その他は３月２３日に議決

会派等 自由民主党 緑楠自民 公明党 ネットワーク佐賀 自民清流 さ 市 佐

氏　名

福
井
　
章
司

川
副
龍
之
介

西
岡
　
義
広

嘉
村
　
弘
和

千
綿
　
正
明

江
頭
　
弘
美

堤
　
　
正
之

重
松
　
　
徹

松
永
　
幹
哉

永
渕
　
史
孝

宮
﨑
　
　
健

江
原
　
新
子

川
﨑
　
健
二

稲
葉
　
嵩
広

山
口
　
弘
展

実
松
　
尊
信

黒
田
　
利
人

中
野
　
茂
康

川
原
田
裕
明

村
岡
　
　
卓

中
村
　
宏
志

野
中
　
宣
明

中
島
　
妙
子

山
田
誠
一
郎

松
永
　
憲
明

久
米
　
勝
也

富
永
　
明
美

江
口
　
善
己

藤
田
　
佳
典

平
原
　
嘉
德

西
岡
　
真
一

御
厨
　
洋
行

白
倉
　
和
子

山
下
　
明
子

諸
冨
八
千
代

第 2 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇
第 4 号議案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇

第 21 号議案に 
対する修正案 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇

第 21 号議案 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 ●
請願　受理番号１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
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（質疑）男女共同参画課を政策推進部に位置づけ
た狙い、都市戦略部を新規に位置づける狙いは
何か。

（質疑）工期が2か月以上も遅れると判断した理
由と約300万円増額した積算根拠は。

（答弁）社会のあらゆる分野において女性が活躍で
きる機会をより一層創出することを目的とし、体
制としても位置づけを明確にすることで、本市に
おける男女共同、女性活躍推進の旗振り役として
横断的に政策を推進する。また、計画的な土地利用
と交通ネットワークの構築を一体的に考え、自然
と都市機能が調和した住み続けたくなる魅力的な
まちづくりを進めることが一層重要になってくる
ことから、そのための体制強化として関連する部
署を集約した。

（質疑）パブリックコメントで出た意見がどう反
映されたのか。

（答弁）パブリックコメントでは、手話言語が特記
されているのは違和感があるという意見や、手話
言語について権利が侵害されてきた歴史があるこ
とについても追加してほしいというような意見、
条例を制定して早く施策を進めてもらいたいとい
う意見もあった。情報コミュニケーション条例を
制定された自治体の約6割程度が名称に手話言語
をつけており、制定後の取り組みに大きな影響は
出ていないことなどを総合的に判断して名称を決
定した。

議 案 等 質 疑議 案 等 質 疑

※2

佐賀市文化会館西側広場改修（外構）工事請負
契約の一部変更

佐賀市手話言語の普及及び障がいの特性に応
じたコミュニケーション手段の利用の促進に
関する条例

一般会計予算中　「バルーンフェスタ」ブランド
強化プロモーション事業

一般会計予算中　男女共同参画啓発・推進事業

（答弁）変化の大きい時代だからこそ、未来を見据
えて前向きに仕掛けていく、本市が先駆けて新た
なことにチャレンジしていく、そういった点を意
識した改編である。

（質疑）事務分掌を改編する基本的な考えは。

（答弁）県や市が発注する複数工事との調整により
工期が遅れた。工期延長に伴う共通仮設費、現場管
理費、一般管理費といった諸経費の増額分が約
100万円、国道の横断歩道橋である（仮称）栄光橋
の階段下物置を縮小したことにより広がった空間
を有効活用するためのベンチの追加や形状変更で
約200万円の増額となった。

（質疑）工事の期間延長によって文化会館の運営
やイベント等への支障はないのか。

（答弁）文化会館へ来場される方や催しの主催者に
は歩行者の動線が制限されるなど少なからず不便
をおかけするが、引き続き安全対策を行い、速やか
に工事を進め、工期の短縮に努めたい。

（答弁）太陽光パネル全てが強制労働で作られてい
るわけでない。補助金対象の太陽光発電設備が強
制労働で作られたのか確認はできず、設置する企
業がサプライチェーンの評価を行うと考えてお
り、パネル普及と強制労働は別に論じられるべき。

一般会計予算中　ゼロカーボン推進事業

事務分掌条例の改正

一般会計予算中　総合計画策定事業

（質疑）市民の声をどのように反映させるのか。

（質疑）事業効果をどのようにはかるのか。（質疑）この事業で問題が解決できるのか。

（答弁）これまでは主に九州各県をターゲットにし
た紙媒体やイベントでのＰＲが多かったが、もっ
と多くの方に来ていただくために首都圏に向けた
情報発信の必要性を感じていた。今後は20歳代か
ら40歳代の若い方をターゲットに、バルーンフェ
スタを全国区の佐賀市ブランドに確立することと
併せ、本市が有する豊かな自然、食、環境、観光、暮ら
しやすさ、子育てしやすさなどの魅力を発信するこ
とで、交流人口や移住人口の増加につなげたい。

（答弁）本条例は特定のコミュニケーション手段を
特別扱いするものではないため、誤解を招かない
よう略称や通称といった工夫が必要。条例制定を
機に、基本理念に掲げる市民の方の障がいの特性
に応じたコミュニケーション手段の理解を深め、
コミュニケーション手段を自ら選択し、利用でき
る環境づくりを進める。

（答弁）現在、九州に２カ所太陽光設備の処理施設
があり、佐賀市内でも太陽光パネルのリサイクル
事業を検討中の企業があると聞いている。リサイ
クル技術が確立していないということはビジネス
チャンスでもあり、今後、リサイクル施設や処理施
設はおのずと増えてくるものと考えている。

（答弁）総合計画審議会委員の意見をはじめ、市民
意向調査による意見や、パブリックコメント、市長
と円卓トーク等での意見聴取を予定。また、デジタ
ルツールを活用するなど意見を出しやすい環境づ
くりを心がけ、より多くの市民の意見を反映でき
るよう努める。

（答弁）委員選考に当たっては、産業界や高等教育
など様々な分野における有識者をはじめ、まちづ
くり団体など地域活動を実践されている代表の
方々や公募委員等から、年代や性別なども考慮し
ながら幅広く構成したい。

（質疑）総合計画審議会の委員構成はどのように
考えているか。

（答弁）この補助金だけで遊休不動産を全て解消で
きるものではないが、所有者を対象とする補助金
を新たに設けることで、所有者が対応すべき工事
を後押しするとともに、全く活用を考えていない
所有者に向けても補助制度をＰＲすることで、物
件を活用する一歩目を踏み出す呼び水にしていき
たい。

（質疑）太陽光パネルのリサイクルが確立されて
おらず、今後大量廃棄時代が到来し、山などに不
法投棄された場合、鉛やセレン、カドミウムなど
の有害物質が水源に混じることも考えられる
が、市はどう考えるのか。

（質疑）世界の太陽光パネルの85％が中国製で、
その内、ウイグルでの生産が約半分と言われて
いるため、ウイグル人の強制労働で作られた太
陽光パネルに補助を出すことは、強制労働を肯
定することにならないか。

（質疑）40年以上にわたりバルーンフェスタが
行われてきて、世界選手権大会が3回も開かれ、
佐賀市はバルーンの里だという思いでやってき
たが、これまでしてきたことと今回の違いは。

一般会計予算中　中央大通り「さがすたいる」
推進事業補助金

（答弁）県の補助金は、令和5年度から高齢者や障
がいのある方などの当事者を講師に招いて、直接
コミュニケーションを取りながら学ぶ「さがすた
いるゼミ」や、「さがすたいるセミナー」への参加を
補助要件として追加される予定。また、ハード補助
だけでなく、ユニバーサルデザイン化の促進に向
けた無料相談窓口をはじめ、事業者が当事者の思
いを理解できるような機会が提供されるなど、ソ
フト面の事業も充実されている。県や庁内の関係
部署、関係団体とも協力して、当事者の方々の思い
をまちなかの事業者に理解してもらい、実践へと
つながるよう知恵を絞りたい。

（質疑）当事者の意見を取り入れながら、事業者
に気づきを持ってもらえるような取り組みを考
える必要があるのではないか。

一般会計予算中　都市計画マスタープラン策
定経費、立地適正化計画策定経費

（答弁）市民アンケートやパブリックコメントに加
え、市民の声を直接聞く場などを検討し、都市の将
来像などを一緒に議論するための取り組みを実施
したい。さらに、都市計画マスタープランの素案作
成後に、市民説明会など市民に広く周知するため
の取り組みも検討している。

（質疑）まちのゾーニングは住民の生活に直結す
る問題であるため、市民の声を聞いて反映させ
る仕組みをどう考えるか。

（答弁）条例の内容が、手話が言語であることの理
解、普及と全ての障がい者のコミュニケーション手
段の利用促進という2つの大きな目的があるため。

（質疑）障がいの特性に応じたコミュニケーショ
ン手段の一つである手話だけを条例の名称に入
れるのはなぜか。

（質疑）障がい者の各種団体から提出された要望
書の内容に対する市の見解は。

（質疑）ジェンダーギャップ指数のような全
国・世界共通の指標の中で目標が達成されて
いない状況が明るみになる中、熱意を持って
男女共同参画社会の実現に向けて取り組む思
いはあるか。

（答弁）地域女性活躍推進事業の事業評価について
は、交流会の参加者数とアンケートによる参加者
の意識の変容を成果指標と考えており、参加者数
の目標値を3回合計で200人に設定。アンケートで
は、交流会に参加して結婚、出産後も仕事を続けた
いと思うようになったか、管理監督職等になりた
いと思うようになったかといった意識の変容を尋
ね、事業の成果をはかりたい。

（答弁）都道府県版のジェンダーギャップ指数で
は、佐賀県は政治分野が全国で41位、経済分野が
38位と低迷。本市は県庁所在都市で県内に占める
事業者数も多いため、事業主および事業所で働く
社員に対する支援策の充実が特に必要と考え、令
和5年度は女性活躍推進のための交流会開催事業
に新たに取り組み、男女共同参画のさらなる推進
に向けて事業を展開する。

一般会計予算中　街なか遊休不動産マッチン
グ推進事業補助金
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（質疑）男女共同参画課を政策推進部に位置づけ
た狙い、都市戦略部を新規に位置づける狙いは
何か。

（質疑）工期が2か月以上も遅れると判断した理
由と約300万円増額した積算根拠は。

（答弁）社会のあらゆる分野において女性が活躍で
きる機会をより一層創出することを目的とし、体
制としても位置づけを明確にすることで、本市に
おける男女共同、女性活躍推進の旗振り役として
横断的に政策を推進する。また、計画的な土地利用
と交通ネットワークの構築を一体的に考え、自然
と都市機能が調和した住み続けたくなる魅力的な
まちづくりを進めることが一層重要になってくる
ことから、そのための体制強化として関連する部
署を集約した。

（質疑）パブリックコメントで出た意見がどう反
映されたのか。

（答弁）パブリックコメントでは、手話言語が特記
されているのは違和感があるという意見や、手話
言語について権利が侵害されてきた歴史があるこ
とについても追加してほしいというような意見、
条例を制定して早く施策を進めてもらいたいとい
う意見もあった。情報コミュニケーション条例を
制定された自治体の約6割程度が名称に手話言語
をつけており、制定後の取り組みに大きな影響は
出ていないことなどを総合的に判断して名称を決
定した。

議 案 等 質 疑議 案 等 質 疑

※2

佐賀市文化会館西側広場改修（外構）工事請負
契約の一部変更

佐賀市手話言語の普及及び障がいの特性に応
じたコミュニケーション手段の利用の促進に
関する条例

一般会計予算中　「バルーンフェスタ」ブランド
強化プロモーション事業

一般会計予算中　男女共同参画啓発・推進事業

（答弁）変化の大きい時代だからこそ、未来を見据
えて前向きに仕掛けていく、本市が先駆けて新た
なことにチャレンジしていく、そういった点を意
識した改編である。

（質疑）事務分掌を改編する基本的な考えは。

（答弁）県や市が発注する複数工事との調整により
工期が遅れた。工期延長に伴う共通仮設費、現場管
理費、一般管理費といった諸経費の増額分が約
100万円、国道の横断歩道橋である（仮称）栄光橋
の階段下物置を縮小したことにより広がった空間
を有効活用するためのベンチの追加や形状変更で
約200万円の増額となった。

（質疑）工事の期間延長によって文化会館の運営
やイベント等への支障はないのか。

（答弁）文化会館へ来場される方や催しの主催者に
は歩行者の動線が制限されるなど少なからず不便
をおかけするが、引き続き安全対策を行い、速やか
に工事を進め、工期の短縮に努めたい。

（答弁）太陽光パネル全てが強制労働で作られてい
るわけでない。補助金対象の太陽光発電設備が強
制労働で作られたのか確認はできず、設置する企
業がサプライチェーンの評価を行うと考えてお
り、パネル普及と強制労働は別に論じられるべき。

一般会計予算中　ゼロカーボン推進事業

事務分掌条例の改正

一般会計予算中　総合計画策定事業

（質疑）市民の声をどのように反映させるのか。

（質疑）事業効果をどのようにはかるのか。（質疑）この事業で問題が解決できるのか。

（答弁）これまでは主に九州各県をターゲットにし
た紙媒体やイベントでのＰＲが多かったが、もっ
と多くの方に来ていただくために首都圏に向けた
情報発信の必要性を感じていた。今後は20歳代か
ら40歳代の若い方をターゲットに、バルーンフェ
スタを全国区の佐賀市ブランドに確立することと
併せ、本市が有する豊かな自然、食、環境、観光、暮ら
しやすさ、子育てしやすさなどの魅力を発信するこ
とで、交流人口や移住人口の増加につなげたい。

（答弁）本条例は特定のコミュニケーション手段を
特別扱いするものではないため、誤解を招かない
よう略称や通称といった工夫が必要。条例制定を
機に、基本理念に掲げる市民の方の障がいの特性
に応じたコミュニケーション手段の理解を深め、
コミュニケーション手段を自ら選択し、利用でき
る環境づくりを進める。

（答弁）現在、九州に２カ所太陽光設備の処理施設
があり、佐賀市内でも太陽光パネルのリサイクル
事業を検討中の企業があると聞いている。リサイ
クル技術が確立していないということはビジネス
チャンスでもあり、今後、リサイクル施設や処理施
設はおのずと増えてくるものと考えている。

（答弁）総合計画審議会委員の意見をはじめ、市民
意向調査による意見や、パブリックコメント、市長
と円卓トーク等での意見聴取を予定。また、デジタ
ルツールを活用するなど意見を出しやすい環境づ
くりを心がけ、より多くの市民の意見を反映でき
るよう努める。

（答弁）委員選考に当たっては、産業界や高等教育
など様々な分野における有識者をはじめ、まちづ
くり団体など地域活動を実践されている代表の
方々や公募委員等から、年代や性別なども考慮し
ながら幅広く構成したい。

（質疑）総合計画審議会の委員構成はどのように
考えているか。

（答弁）この補助金だけで遊休不動産を全て解消で
きるものではないが、所有者を対象とする補助金
を新たに設けることで、所有者が対応すべき工事
を後押しするとともに、全く活用を考えていない
所有者に向けても補助制度をＰＲすることで、物
件を活用する一歩目を踏み出す呼び水にしていき
たい。

（質疑）太陽光パネルのリサイクルが確立されて
おらず、今後大量廃棄時代が到来し、山などに不
法投棄された場合、鉛やセレン、カドミウムなど
の有害物質が水源に混じることも考えられる
が、市はどう考えるのか。

（質疑）世界の太陽光パネルの85％が中国製で、
その内、ウイグルでの生産が約半分と言われて
いるため、ウイグル人の強制労働で作られた太
陽光パネルに補助を出すことは、強制労働を肯
定することにならないか。

（質疑）40年以上にわたりバルーンフェスタが
行われてきて、世界選手権大会が3回も開かれ、
佐賀市はバルーンの里だという思いでやってき
たが、これまでしてきたことと今回の違いは。

一般会計予算中　中央大通り「さがすたいる」
推進事業補助金

（答弁）県の補助金は、令和5年度から高齢者や障
がいのある方などの当事者を講師に招いて、直接
コミュニケーションを取りながら学ぶ「さがすた
いるゼミ」や、「さがすたいるセミナー」への参加を
補助要件として追加される予定。また、ハード補助
だけでなく、ユニバーサルデザイン化の促進に向
けた無料相談窓口をはじめ、事業者が当事者の思
いを理解できるような機会が提供されるなど、ソ
フト面の事業も充実されている。県や庁内の関係
部署、関係団体とも協力して、当事者の方々の思い
をまちなかの事業者に理解してもらい、実践へと
つながるよう知恵を絞りたい。

（質疑）当事者の意見を取り入れながら、事業者
に気づきを持ってもらえるような取り組みを考
える必要があるのではないか。

一般会計予算中　都市計画マスタープラン策
定経費、立地適正化計画策定経費

（答弁）市民アンケートやパブリックコメントに加
え、市民の声を直接聞く場などを検討し、都市の将
来像などを一緒に議論するための取り組みを実施
したい。さらに、都市計画マスタープランの素案作
成後に、市民説明会など市民に広く周知するため
の取り組みも検討している。

（質疑）まちのゾーニングは住民の生活に直結す
る問題であるため、市民の声を聞いて反映させ
る仕組みをどう考えるか。

（答弁）条例の内容が、手話が言語であることの理
解、普及と全ての障がい者のコミュニケーション手
段の利用促進という2つの大きな目的があるため。

（質疑）障がいの特性に応じたコミュニケーショ
ン手段の一つである手話だけを条例の名称に入
れるのはなぜか。

（質疑）障がい者の各種団体から提出された要望
書の内容に対する市の見解は。

（質疑）ジェンダーギャップ指数のような全
国・世界共通の指標の中で目標が達成されて
いない状況が明るみになる中、熱意を持って
男女共同参画社会の実現に向けて取り組む思
いはあるか。

（答弁）地域女性活躍推進事業の事業評価について
は、交流会の参加者数とアンケートによる参加者
の意識の変容を成果指標と考えており、参加者数
の目標値を3回合計で200人に設定。アンケートで
は、交流会に参加して結婚、出産後も仕事を続けた
いと思うようになったか、管理監督職等になりた
いと思うようになったかといった意識の変容を尋
ね、事業の成果をはかりたい。

（答弁）都道府県版のジェンダーギャップ指数で
は、佐賀県は政治分野が全国で41位、経済分野が
38位と低迷。本市は県庁所在都市で県内に占める
事業者数も多いため、事業主および事業所で働く
社員に対する支援策の充実が特に必要と考え、令
和5年度は女性活躍推進のための交流会開催事業
に新たに取り組み、男女共同参画のさらなる推進
に向けて事業を展開する。

一般会計予算中　街なか遊休不動産マッチン
グ推進事業補助金
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記
念
で
、
予
算
も
例
年
に
比

べ
多
く
計
上
し
て
い
る
。
実
行
委
員
会
で
は
来

年
度
に
向
け
て
の
検
討
を
始
め
て
お
り
、
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
る
も
の
に
な
る
よ
う
に
頂
い
た
意

見
を
伝
え
た
い
。

総　
　

務

同
予
算
中
、
さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン

大
会
負
担
金

同
予
算
中
、
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
・

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
推
進
事
業
費

〔
質
問
〕
参
加
料
が
高
額
で
あ
る
た
め
、
出
場

を
断
念
し
た
と
の
声
を
多
く
聞
い
た
。
高
額
な

参
加
料
は
、
課
題
と
し
て
検
討
す
る
よ
う
運
営

委
員
会
に
意
見
を
お
願
い
し
た
い
が
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
全
国
的
に
定
員
割
れ
の
状
況
で
あ
り
、

参
加
料
が
高
い
と
の
意
見
は
伺
っ
て
い
る
。
次

年
度
以
降
に
つ
い
て
、経
費
の
節
減
と
合
わ
せ
、

参
加
料
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
運
営
委
員
会
で

し
っ
か
り
協
議
し
た
い
。

〔
質
問
〕
鹿
児
島
国
体
応
援
ツ
ア
ー
は
運
営
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
競
技
団
体
と
連
携
協
定
を
結
ん

だ
地
域
の
方
々
を
対
象
に
考
え
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
地
域
が
連
携
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
の

線
引
き
を
今
後
し
て
い
く
の
か
。

〔
答
弁
〕
全
て
の
地
域
が
ど
こ
か
の
競
技
団
体
と

連
携
協
定
を
結
ん
で
ほ
し
い
と
考
え
て
い
る
訳

で
は
な
い
。
地
域
の
意
向
が
優
先
で
あ
り
、
い

ろ
ん
な
形
で
市
民
の
方
に
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４

に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
条
例
名
称
に
つ
い
て
、「
手
話
言
語
の

普
及
」
の
文
言
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
等

が
出
て
い
る
が
、
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

〔
答
弁
〕条
例
の
目
的
は
、手
話
言
語
の
普
及
と
、

障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
の
利
用
の
促
進
の
２
つ
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
条
例
名
称
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
全
て
の
障
が
い
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
必

要
が
あ
る
こ
と
を
十
分
に
認
識
い
た
だ
く
た

め
、
条
例
の
内
容
に
つ
い
て
の
周
知
を
丁
寧
に

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
請
願
趣
旨
〕
昨
今
の
物
価
高
騰
の
影
響
で
学

校
給
食
費
が
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
が
保
護
者
へ

通
知
さ
れ
た
が
、
家
計
が
大
変
厳
し
い
中
、
値

上
げ
分
が
直
接
保
護
者

負
担
に
な
る
の
は
困
る

と
い
う
声
が
複
数
寄
せ

ら
れ
た
。
県
内
他
自
治

体
で
は
保
護
者
負
担
を

軽
減
す
る
事
例
が
出
て

き
て
お
り
、
令
和
５
年

度
に
限
れ
ば
、
保
護
者
負
担
増
を
抑
え
る
措
置

が
講
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
令
和
６
年
度
以
降
も

保
護
者
負
担
増
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し

い
。

〔
紹
介
議
員
へ
の
質
問
〕
請
願
の
趣
旨
は
、
物

価
高
騰
分
を
市
が
継
続
的
に
負
担
す
べ
き
と
い

う
考
え
か
。

〔
紹
介
議
員
〕
令
和
６
年
度
以
降
も
給
食
費
を

値
上
げ
し
な
い
こ
と
が
、
子
育
て
支
援
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
、
市
が
負
担
す
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

〔
執
行
部
へ
の
質
問
〕
無
償
化
等
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
の
予
算
措
置
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

〔
答
弁
〕
国
か
ら
の
補
助
は
な
い
が
、
ふ
る
さ

と
納
税
等
を
財
源
に
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。

〔
審
査
結
果
〕
第
21
号
議
案
「
佐
賀
市
手
話
言

語
の
普
及
及
び
障
が
い
の
特
性
に
応
じ
た
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
利
用
の
促
進
に
関

す
る
条
例
」
の
名
称
及
び
条
文
の
一
部
か
ら
、

「
手
話
言
語
の
普
及
及
び
」
を
削
除
す
る
修
正

案
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の
結
果
、
修
正
案
を
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
ま
た
、
修
正
案
を
除

く
第
21
号
議
案
お
よ
び
そ
の
他
の
議
案
に
つ
い

て
は
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
。
請
願
に
つ

い
て
は
、
趣※

１

旨
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
。

佐
賀
市
手
話
言
語
の
普
及
及
び
障
が
い
の

特
性
に
応
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手

段
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
条
例

一
般
会
計
予
算
中
、
選
挙
啓
発
経
費

同
予
算
中
、
市
民
芸
術
祭
開
催
事
業

請
願
「
学
校
給
食
費
の
食
材
費
高
騰
分
を

保
護
者
負
担
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

福
祉
教
育

※１　趣旨採択…請願の趣旨に妥当性はあるが、実現性が低い場合に採られる決定方法
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さが市議会だより第 80号（令和 5年 2月定例会）

常
任
委
員
会

一
般
会
計
予
算
中
、
光
法
団
地

建
替
事
業
（
継
続
費
）

同
予
算
中
、
地
域
猫
不
妊
去
勢
手
術

助
成
金

同
予
算
中
、
経
営
発
展
支
援
事
業
費

補
助
金

〔
質
問
〕
農
業
で
収
益
を
確
保
す
る
に
は
、
販

路
の
拡
大
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

〔
答
弁
〕
現
在
、
市
で
は
、
ゴ
マ
や
唐
辛
子
の

販
路
拡
大
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
品
目
を
増
や

す
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〔
質
問
〕
令
和
５
年
度
の
予
算
が
、
令
和
４
年

度
に
比
べ
て
少
な
い
理
由
は
何
か
。

〔
答
弁
〕
令
和
４
年
度
は
就
農
奨
励
金
等
の
支
援

拡
充
を
行
い
、
対
象
者
へ
過
去
の
分
に
も
遡
及

し
て
支
給
し
た
が
、
令
和
５
年
度
は
そ
の
分
を

減
額
し
て
い
る
た
め
予
算
が
減
少
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
総
事
業
費
約
11
億
円
を
単
純
に
戸
数

の
39
戸
で
割
り
戻
し
た
場
合
、
１
戸
当
た
り
の

事
業
費
は
約
２
８
０
０
万
円
に
も
な
る
。
建
築

費
が
高
騰
し
た
影
響
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
木
材
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
も
資
材
費
が

非
常
に
高
騰
し
、
高
止
ま
り
の
状
態
に
あ
る
。

建
築
費
の
高
騰
は
家
賃
に
影
響
す
る
た
め
、
設

計
の
段
階
で
建
築
費
を
抑
え
る
よ
う
取
り
組

み
、
華
美
で
な
く
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
し
た

設
計
と
な
っ
た
。

〔
質
問
〕
部
屋
の
タ
イ
プ
が
障
が
い
者
向
け
が

１
戸
、
１
Ｋ
が
４
戸
と
あ
る
が
、
今
ま
で
光
法

団
地
に
住
ん
で
い
て
再
度
入
居
さ
れ
る
方
に
配

慮
し
た
部
屋
の
間
取
り
と
い
う
こ
と
な
の
か
。

〔
答
弁
〕
先
進
地
な
ど
の
調
査
で
１
Ｋ
は
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
な
ど
の
一
定
の
ニ
ー
ズ
が
確

認
で
き
た
の
で
、
今
回
市
営
住
宅
と
し
て
は
初

め
て
採
用
し
た
。
ま
た
、
旧
光
法
団
地
だ
け
で

な
く
、
解
体
予
定
の
千
々
岩
団
地
４
号
棟
か
ら

移
転
さ
れ
る
方
の
受
け
皿
と
し
て
も
考
え
て
お

り
、
一
人
暮
ら
し
の
方
か
ら
部
屋
が
多
い
と
い

う
話
も
複
数
聞
い
た
た
め
、
入
居
者
に
対
し
て

相
応
の
提
供
が
で
き
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。

〔
質
問
〕
前
年
か
ら
予
算
を
50
万
円
減
額
し
た

の
は
ど
の
よ
う
な
検
証
結
果
に
基
づ
い
て
算
出

し
た
の
か
。

〔
答
弁
〕
昨
年
度
は
雄
猫
が
非
常
に
多
か
っ
た

た
め
予
算
に
余
裕
が
あ
っ
た
。
捕
獲
し
た
猫

の
雄
と
雌
の
割

合
は
年
に
よ
っ

て
変
動
す
る
た

め
、
実
績
額
の

平
均
的
な
数
値

を
見
な
が
ら
予
算
計
上
し
結
果
的
に
減
額
と

な
っ
た
。

〔
質
問
〕
地
域
猫
に
つ
い
て
は
対
応
策
を
さ
ら

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。他
の
自
治
体
等
も

苦
慮
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
た
め
、地
域
の
実

情
を
よ
り
確
実
に
把
握
し
た
う
え
で
予
算
計
上

す
べ
き
で
あ
る
。雄
と
雌
の
比
率
が
昨
年
度
と

逆
の
割
合
と
な
り
、予
算
が
足
り
な
く
な
れ
ば
、

補
正
予
算
で
の
対
応
は
あ
り
得
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
予
算
措
置
に
つ
い
て
は
、現
状
を
し
っ

か
り
把
握
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
。

〔
質
問
〕
こ
の
事
業
は
昨
年
６
月
に
補
正
予
算

と
し
て
上
げ
ら
れ
、２
月
の
補
正
予
算
で
減
額

し
て
い
る
。令
和
５
年
度
の
予
算
は
希
望
者
と

連
絡
を
密
に
と
っ
た
上
で
、執
行
で
き
る
と
考

え
て
計
上
し
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
令
和
５
年
度
中
に
就
農
を
考
え
ら
れ

て
い
る
方
と
協
議
し
、
現
在
把
握
し
て
い
る
分

で
予
算
を
計
上
し
て
い
る
。

〔
意
見
〕
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
中
で
、ハ
ー
ド
ル

が
高
く
予
算
が
余
っ
て
い
る
状
況
が
あ
る
。予

算
を
余
ら
す
の
で
は
な
く
、足
り
ず
に
補
正
が

必
要
と
な
る
く
ら
い
に
事
業
を
推
進
し
て
ほ
し

い
。

経
済
産
業

建
設
環
境

〔
質
問
〕
街
な
か
と
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
の
行

き
来
に
つ
い
て
、
交
通
局
と
協
議
等
を
密
に

行
っ
て
い
る
の
か
。

〔
答
弁
〕
移
動
に
は
公
共
交
通
機
関
の
役
割
が

重
要
で
あ
る
と
の
共
通
認
識
の
も
と
連
携
し
て

い
る
。
市
営
バ
ス
だ
け
で
は
な
く
民
間
の
バ
ス

事
業
者
と
の
連
携
も
予
定
し
て
お
り
、
今
後
も

連
動
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

〔
意
見
〕
市
営
バ
ス
だ
け
で
は
な
く
民
間
事
業

者
を
生
か
す
こ
と
も
事
業
の
目
的
で
あ
り
、
関

係
者
で
連
携
し
な
が
ら

推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
事
な
の
で
、
そ
の
点

を
踏
ま
え
て
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

〔
審
査
結
果
〕
全
て
の
議

案
に
つ
い
て
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。

一
般
会
計
予
算
中
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

フ
ァ
ー
ム
整
備
推
進
事
業
費
補
助
金

同
予
算
中
、
街
な
か
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

促
進
事
業
委
託
料
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３
月
３
日
㈮

　
最
近
、
街
中
へ
の
イ
ノ
シ
シ
出
没
が
多
い
。

①
直
近
で
ど
れ
く
ら
い
捕
獲
し
て
い
る
か
②

市
民
が
イ
ノ
シ
シ
に
遭
遇
し
た
場
合
、
ど
の
よ

う
に
行
動
し
た
ら
い
い
の
か
③
地
域
に
お
け

る
イ
ノ
シ
シ
対
策
を
更
に
進
め
て
い
く
上
で

は
、
市
民
の
協
力
が
重
要
と
思
う
が
、
ど
の
よ

う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

　
農
産
物
価
格
の
低
迷
、
担
い
手
の
減
少
、

生
産
資
源
の
高
騰
に
よ
り
農
業
経
営
が
厳
し

く
な
っ
て
い
る
中
、
久
保
田
町
で
次
世
代
に

つ
な
ぐ
効
率
的
で
収
益
の
高
い
久
保
田
町
農

業
の
実
現
に
向
け
、
農
協
青
年
部
等
の
参
加

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
経
営

体
育
成
基
盤
整
備
事
業
に
つ
い
て
問
う
。

　
答
弁
　
①
昨
年
度
で
１
８
５
６
頭
、
今

年
度
は
令
和
５
年
１
月
ま
で
に
２
４
４
２
頭

と
大
き
く
増
加
②
「
近
づ
か
な
い
」「
刺
激

し
な
い
」
の
２
点
が
重
要
。
落
ち
着
い
て
、

大
声
を
出
し
た
り
物
を
投
げ
た
り
せ
ず
、

背
中
を
見
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と
立
ち
去
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
③
「
捕
獲
対
策
」「
棲

み
分
け
対
策
」「
侵
入
防
止
対
策
」
の
３
つ

を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
地
域
ぐ
る
み
で
実
施

す
る
の
が
効
果
的
。
富
士
町
と
金
立
町
で

の
自
衛
組
織
の
取
り
組
み
が
、
他
に
も
広

が
る
よ
う
支
援
し
て

い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
指
定
管

理
者
に
つ
い
て
／
新

幹
線
を
契
機
と
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て

　
答
弁
　
久
保
田
地
区
の
圃
場
整
備
か
ら

40
年
以
上
経
過
し
た
。
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
等

の
老
朽
化
が
進
み
、
揚
水
排
水
機
能
が
低

下
し
て
農
地
の
汎
用
化
・
高
度
利
用
の
阻

害
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
農
業
生
産
基
盤

の
整
備
で
効
率
的
か
つ
安
定
的
な
農
業
経

営
を
確
保
し
持
続
可
能
な
農
業
の
展
開
を

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
一
体
的
に
整

備
す
る
も
の
。
農
地
の
集
積
集
約
を
促
進

し
、
高
収
益
作
物
の
転
換
へ
つ
な
が
る
よ

う
県
や
関
係
団
体
と

協
力
し
な
が
ら
取
り

組
む
。

◆
そ
の
他
◆
漁
業

振
興
に
つ
い
て
／

さ
が
桜
マ
ラ
ソ
ン

２
０
２
３
に
つ
い
て

　
佐
賀
空
港
建
設
の
歴
史
や
公
害
防
止
協
定

が
締
結
さ
れ
た
背
景
と
オ
ス
プ
レ
イ
を
容
認

さ
れ
た
市
長
の
所
見
を
問
う
。
①
住
民
説
明

会
の
成
果
は
②
米
軍
の
常
駐
へ
の
懸
念
は
③

用
地
取
得
や
格
納
庫
の
規
模
・
排
水
な
ど
に

つ
い
て
④
川
副
町
で
は
再
度
の
住
民
説
明
会

を
求
め
る
声
が
多
い
が
、
そ
の
対
応
は
。

　
答
弁
　
こ
れ
ま
で
の
歴
史
・
背
景
を
踏

ま
え
て
住
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
視
点
、

国
防
の
視
点
か
ら
検
討
を
重
ね
苦
渋
の
思

い
で
受
け
入
れ
を
決
断
。
①
５
回
の
説
明

会
で
出
た
意
見
を
踏
ま
え
防
衛
省
へ
照
会

し
た
②
現
時
点
で
米
軍
の
常
駐
計
画
は
な

い
と
確
認
③
地
権
者
の
意
に
反
し
て
土
地

を
収
用
し
な
い
、
格
納
庫
等
を
33
㌶
の
範

囲
内
に
配
置
、
排
水
で
有
明
海
や
漁
業
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
に
万
全
を
尽
く
す
と

防
衛
省
と
合
意
④
防

衛
省
が
排
水
対
策
等

に
関
す
る
説
明
会
を

開
催
予
定
と
認
識
。

◆
そ
の
他
◆
有
明
海

の
異
変
に
よ
る
ノ
リ

養
殖

一般質問

「市政 ここが 聞きたい」

議会動画配信

佐
賀
空
港
の
自
衛
隊

共
用
の
背
景
を
問
う

江
口　
善
己

ど
う
な
る
、

次
世
代
農
業
は

中
野　
茂
康
（
緑
楠
自
民
）

地
域
ぐ
る
み
の
イ
ノ

シ
シ
対
策
に
支
援
を

西
岡　
真
一
（
自
民
清
流
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）
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さが市議会だより第 80号（令和 5年 2月定例会）

※2　RPA…パソコン上で人が行う業務をソフトウェアロボットにより自動化すること

３
月
６
日
㈪

　
国
保
税
は
協
会
け
ん
ぽ
と
比
べ
る
と
、
事

業
主
負
担
が
な
く
、
世
帯
人
員
一
人
当
た
り

の
均
等
割
も
あ
る
た
め
負
担
が
重
い
。
国
は

未
就
学
児
の
均
等
割
の
軽
減
を
始
め
た
が
医

療
費
助
成
の
対
象
で
あ
る
中
学
生
ま
で
拡
大

を
。
①
佐
賀
市
で
の
試
算
は
②
広
域
化
の
中

で
も
共
通
の
軽
減
策
と
し
て
提
起
す
べ
き
。

　
答
弁
　
①
約
２
５
５
０
万
円
の
増
と
な

る
見
込
み
②
平
成
30
年
度
に
佐
賀
県
が
国

保
財
政
運
営
の
責
任
主
体
と
な
り
、
令
和

９
年
度
の
県
内
国
保
税
率
一
本
化
に
向
け

サ
ー
ビ
ス
の
平
準
化
の
動
き
が
進
む
中
、

軽
減
対
象
の
拡
大
部
分
が
全
額
佐
賀
市
負

担
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
佐
賀
市
独
自
で

行
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
未
就
学
児
の
軽

減
は
国
へ
の
要
望
な
ど
を
続
け
て
き
た
結

果
実
現
し
た
経
緯
が
あ
る
の
で
、
そ
の
範

囲
拡
大
も
引
き
続
き
国
に
要
望
し
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
◆
医
療
的
ケ

ア
児
な
ど
重
い
障
が
い

を
持
つ
方
へ
の
支
援
／

学
校
給
食
の
充
実
と
保

護
者
の
負
担
軽
減
／
地

域
福
祉
の
一
端
を
担
う

老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
活
動

支
援

　
①
県
立
大
学
を
是
が
非
で
も
佐
賀
市
に
誘

致
す
る
ん
だ
と
い
う
意
気
込
み
を
市
長
は

持
っ
て
い
る
の
か
②
学
生
の
県
外
流
出
を
減

ら
す
こ
と
も
大
事
だ
が
、
卒
業
後
、
県
内
市

内
で
就
職
し
地
元
に
住
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
受
け
皿
と
な
る

企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
答
弁
　
①
今
回
の
文
理
融
合
型
の
大
学

を
誘
致
す
る
こ
と
で
、
本
市
し
か
で
き
な

い
人
材
育
成
を
実
践
し
、
ま
た
、
地
方
か

ら
新
た
な
価
値
を
生
み
出
す
リ
ッ
チ
ロ
ー

カ
ル
を
つ
く
り
出
す
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

も
あ
る
た
め
、
是
が
非
で
も
誘
致
し
た
い

②
県
立
大
学
を
誘
致
で
き
た
場
合
、
実
践

的
な
人
材
が
育
成
さ
れ
、
そ
の
人
材
確
保

の
た
め
新
た
な
企
業
の
進
出
も
期
待
で
き

る
。
ま
た
、
産
業
の
裾
野
が
広
が
る
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

企
業
誘
致
に
取
り
組
み
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
空
き
家
対
策
の
現
状
と
課
題

佐
賀
県
立
大
学

誘
致
の
実
現
を

実
松　
尊
信
（
緑
楠
自
民
）

　
休
職
す
る
地
方
公
務
員
は
増
加
傾
向
に
あ

り
本
市
も
例
外
で
は
な
い
。
心
身
と
も
に
健

康
で
あ
る
こ
と
は
職
員
個
人
だ
け
で
な
く
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
直
結
し
市
に
と
っ
て
も
大

切
な
こ
と
で
あ
る
。
①
定
年
延
長
制
度
が
始

ま
る
中
、
さ
ら
に
健
康
管
理
が
重
要
視
さ
れ

る
が
見
解
を
②
職
員
の
負
担
軽
減
の
対
策
は
。

　
答
弁
　
①
健
康
で
働
き
続
け
る
た
め
に

は
若
年
期
か
ら
の
健
康
管
理
が
大
切
と
認

識
。
若
年
期
の
職
員
に
は
生
活
習
慣
を
整

え
る
こ
と
等
が
健
康
障
害
リ
ス
ク
の
軽
減

に
つ
な
が
る
と
の
周
知
、
中
・
更
年
期
の

職
員
に
は
自
身
の
身
体
能
力
を
自
覚
で
き

る
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検

討
。
健
康
診
断
結
果
が
思
わ
し
く
な
い
場

合
は
保
健
指
導
で
予
防
の
重
要
性
を
伝
え

行
動
変
容
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
さ
ら

に
進
め
る
②
Ａ
Ｉ
や
Ｒ※
２

Ｐ
Ａ
と
い
っ
た
デ

ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
取
り
組
み
や
事
務
事

業
の
見
直
し
、
効
率
化

に
今
後
も
取
り
組
む
。

◆
そ
の
他
◆
市
営
バ
ス

事
業
に
つ
い
て

　
①
近
年
の
建
設
物
価
高
騰
で
住
宅
の
新
築

着
工
に
影
響
が
出
て
い
る
と
聞
く
。
若
年
層

が
購
入
し
や
す
く
す
る
た
め
に
、
現
在
の
最

低
敷
地
面
積
（
２
５
０
平
方
㍍
）
の
基
準
を

下
げ
る
べ
き
で
は
②
施
行
か
ら
15
年
が
経
過

し
た
本
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
検
討
は
始
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
①
最
低
敷
地
面
積
を
下
げ
る
こ

と
で
若
年
層
を
中
心
と
し
た
需
要
が
見
込

ま
れ
、
分
譲
宅
地
開
発
に
お
け
る
区
画
数

が
増
加
す
る
こ
と
で
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
る
が
、
こ
の
制
度
は
市
街
化
調
整
区
域

で
行
わ
れ
る
開
発
で
あ
り
、
既
存
集
落
を

含
め
た
周
辺
環
境
等
の
調
和
な
ど
を
総
合

的
に
考
慮
し
、
優
良
な
住
宅
環
境
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
見
直
し
は
考
え
て
い
な

い
②
現
在
、
こ
の
制
度
が
コ
ン
パ
ク
ト
な

ま
ち
づ
く
り
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
る
か
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
分

析
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。

◆
そ
の
他
◆
固
定
資
産

税
等
の
課
税
に
つ
い
て

国
保
税
の
均
等
割

な
ど
負
担
軽
減
を

山
下　
明
子
（
市
民
共
同
）

市
職
員
の
健
康
管
理

の
徹
底
を
！

富
永　
明
美（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）

50
戸
連れ

ん
た
ん檐

制
度
の

一
部
見
直
し
を
！

山
口　
弘
展
（
緑
楠
自
民
）
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３
月
７
日
㈫

３
月
８
日
㈬

　
子
ど
も
た
ち
の
心
の
教
育
は
大
変
重
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
①
身
近
な
動
物
、
犬
や
猫
の

命
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
は
②
教
科
書
の
物
語

で
は
な
く
、
自
分
事
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
大

切
で
は
③
当
事
者
や
経
験
者
を
招
く
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
の
活
用
は
④
来
年
度
の
取
り

組
み
は
。

　
①
教
育
条
件
の
平
等
性
の
観
点
か
ら
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
用
い
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
な
ど
を

家
庭
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
整
備
を
急
ぐ
べ
き
で
は
②
光
回
線
整

備
は
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
の
進
出
に
も
良
い
条
件

整
備
と
な
る
の
で
前
向
き
な
対
応
を
求
め
る
。

　
①
市
中
心
部
で
増
加
す
る
ミ
ヤ
マ
ガ
ラ
ス

に
対
し
て
音
声
に
よ
る
追
い
払
い
実
験
を
さ

れ
た
が
結
果
は
②
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と

の
こ
と
だ
が
課
題
は
③
音
声
に
よ
る
追
い
払

い
で
他
地
域
に
集
団
で
移
動
し
て
い
な
い
か

④
今
後
の
対
策
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
答
弁
　
①
犬
や
猫
に
限
ら
ず
、
動
物
の

命
に
つ
い
て
道
徳
科
の
授
業
で
教
材
と
し

て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
道
徳
科
以
外
の
教

科
に
お
い
て
も
、
動
植
物
を
育
て
自
然
と

の
関
わ
り
に
関
心
を
持
つ
よ
う
な
体
験
活

動
を
行
っ
て
い
る
②
児
童
・
生
徒
の
実
態

に
応
じ
た
教
育
の
た
め
、
学
校
自
作
の
も

の
や
地
域
の
方
の
話
を
教
材
と
し
て
使
用

し
て
い
る
③
戦
争
の
体
験
者
や
障
が
い
者

の
方
の
思
い
に
触
れ
る
た
め
に
学
校
に
招

き
、
話
を
聞
く
な
ど
し
て
い
る
④
道
徳
科

の
授
業
の
さ
ら
な
る

改
善
、
研
修
の
充
実
を

図
る
。
保
護
者
や
地
域

の
方
々
と
共
に
学
ぶ

機
会
を
充
実
さ
せ
た

い
。

　
答
弁
　
①
北
部
山
間
地
域
で
は
、
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
回
線
を
利
用
し
て
い
る
た

め
、
回
線
の
速
度
不
足
に
よ
る
不
具
合
が

時
折
発
生
し
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
は
画
像
が
止
ま
っ
た
り
音
声
が
切
れ
た

り
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
双
方
向
の

通
信
へ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
が

変
化
し
て
い
る
た
め
速
度
改
善
が
望
ま
れ

る
②
通
信
速
度
不
足
は
地
域
の
企
業
活
動

に
影
響
す
る
た
め
、
回
線
の
光
化
は
必
要
。

整
備
の
在
り
方
を
検
討
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
拡
充

／
教
職
員
の
働
き
方

改
革
／
特
別
支
援
学

級
の
課
題
解
決
に
つ

い
て

　
答
弁
　
①
追
い
払
い
音
声
で
ほ
と
ん
ど

の
カ
ラ
ス
が
飛
び
立
ち
、
一
定
期
間
は
効

果
が
持
続
し
た
②
ふ
ん
害
が
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。
交
差
点
で
は
交
通
量
が
多
く
音

声
が
聞
こ
え
に
く
い
た
め
効
果
の
あ
る
範

囲
が
限
定
さ
れ
る
③
他
の
電
線
に
移
っ
た

形
跡
は
な
か
っ
た
④
来
年
度
も
実
験
を
継

続
し
た
い
が
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
位
置
や
個

数
、
音
量
等
を
適
切
に
調
整
し
、
時
間
帯

も
検
討
す
る
。
ふ
ん
害
の
対
応
と
し
て
電

線
へ
止
ま
り
に
く
く
す
る
器
具
の
実
験
も

検
討
す
る
。

◆
そ
の
他
◆
県
立
大
学
の
誘
致
に
つ
い
て

／
佐
賀
駅
南
側

の
ク
ス
ノ
キ
伐

採
に
つ
い
て
／

識
字
率
向
上
に

つ
い
て

　
今
回
市
長
が
防
衛
省
に
対
し
「
市
民
生
活

へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
防
衛
省
に
確
認
す
る

８
項
目
」
を
確
認
さ
せ
て
合
意
事
項
を
締
結

し
た
こ
と
を
、
私
は
重
く
受
け
止
め
て
評
価

す
る
。
受
け
入
れ
表
明
し
た
今
、
国
防
及
び

自
衛
隊
と
自
治
体
と
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

改
め
て
市
長
の
具
体
的
な
見
解
を
伺
う
。

　
答
弁
　
我
が
国
を
取
り
巻
く
安
全
保
障

環
境
は
近
年
そ
の
厳
し
さ
を
増
し
て
お

り
、
ひ
と
た
び
国
の
安
全
が
脅
か
さ
れ
れ

ば
、
私
た
ち
の
平
穏
な
生
活
や
産
業
経
済

活
動
に
も
影
響
が
及
ぶ
た
め
、
国
防
は
国

全
体
で
分
か
ち
合
う
と
の
考
え
方
に
つ
い

て
理
解
し
て
い
る
。
自
衛
隊
と
の
関
わ
り

に
つ
い
て
は
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害

等
で
は
、
部
隊
等
を
派
遣
す
る
な
ど
、
そ

の
任
務
は
大
き
な
役
割
が
あ
り
、
そ
の
存

在
は
非
常
に
心
強
い
。
市
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
い
た
だ
く
な
ど
、

日
頃
か
ら
顔
の
見
え
る

関
係
を
築
い
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
市
の
防
災

対
策
に
も
参
画
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

山
間
地
域
の
光
回
線

整
備
の
早
期
実
現
を

松
永　
憲
明

カ
ラ
ス
被
害
へ
の

さ
ら
な
る
対
策
を
‼

福
井　
章
司
（
自
由
民
主
党
）

道
徳
教
科
の
大
切
さ
を

教
育
長
に
問
う

御
厨　
洋
行
（
自
民
清
流
）

自
衛
隊
駐
屯
地
計
画

の
真
意
を
問
う
！

江
頭　
弘
美
（
自
由
民
主
党
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）
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答
弁
　
①
今
年
度
は
県
と
の
話
し
合
い

の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
て
お
り
、
４
月
の

会
議
で
設
置
等
に
つ
い
て
話
し
合
う
②
佐

賀
・
神
埼
等
は
大
和
特
別
支
援
学
校
、
吉

野
ヶ
里
・
上
峰
等
は
中
原
特
別
支
援
学
校
、

ほ
か
に
３
校
あ
る
③
県
運
行
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
も
あ
る
が
路
線
が
合
わ
な
い
、
学
校

ま
で
距
離
が
あ
る
な
ど
佐
賀
市
以
外
の
近

隣
市
町
で
も
通
う
こ
と
が
困
難
な
子
ど
も

は
い
る
と
考
え
る
④
佐
賀
市
含
め
て
南
部

地
域
に
学
校
が
で
き
る
と
通
い
や
す
く
な

る
。
設
置
に
向
け
て
他

市
町
の
教
育
長
と
連
携

し
県
に
働
き
か
け
る
こ

と
を
考
え
て
い
く
。

◆
そ
の
他
◆
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
他
２
項
目

３
月
８
日
㈬

３
月
９
日
㈭

　
①
東
側
市
道
の
離
合
場
所
等
の
安
全
対
策

を
行
う
べ
き
で
は
②
河
畔
遊
歩
道
の
安
全
確

保
と
拡
幅
整
備
を
行
う
べ
き
で
は
③
老
朽
化

し
た
健
康
遊
具
等
の
整
備
を
行
う
べ
き
で
は

④
桜
並
木
川
沿
い
等
で
夜
間
に
楽
し
め
る
電

飾
等
の
観
光
活
用
は
ど
う
か
⑤
多
布
施
川
周

辺
を
活
用
し
た
健
康
づ
く
り
は
。

　
答
弁
　
①
当
面
の
安
全
対
策
と
し
て
、

路
面
標
示
等
を
実
施
し
た
い
。
状
況
に
応

じ
て
佐
賀
県
・
警
察
等
と
連
携
し
、
離
合

場
所
の
確
保
等
を
検
討
し
た
い
②
遊
歩
道

の
幅
員
が
狭
い
箇
所
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
幅
員
の
確
保
に
努
め
た
い
③
利
用
状

況
を
確
認
し
な
が
ら
施
設
の
更
新
を
検

討
し
た
い
④
桜
の
開
花
に
合
わ
せ
、
夜
間

も
桜
が
楽
し
め
る
よ
う
ぼ
ん
ぼ
り
を
設

置
。
観
光
客
へ
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
情
報
発
信
に
努
め
た
い
⑤
市
Ｈ

Ｐ
に
掲
載
中
の
「
佐
賀

市
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ

プ
」
に
お
い
て
多
布
施

川
の
自
然
を
堪
能
し
な

が
ら
歩
く
コ
ー
ス
を
７

つ
設
定
。

　
少
子
化
が
想
定
よ
り
早
く
進
み
、
政
府
は

「
異
次
元
の
少
子
化
対
策
」
を
掲
げ
、
各
自
治

体
が
独
自
の
子
育
て
支
援
策
を
打
ち
出
し
て

い
る
。
本
市
の
取
り
組
み
①
産
前
・
産
後
ケ

ア
②
増
加
す
る
発
達
特
性
の
あ
る
子
ど
も
へ

の
支
援
③
第
２
子
保
育
料
無
償
化
へ
の
考
え

④
子
ど
も
医
療
費
助
成
拡
充
を
問
う
。

　
答
弁
　
①
妊
婦
の
健
康
状
況
や
養
育
環

境
等
を
把
握
し
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
訪

問
や
関
係
機
関
と
連
携
し
て
支
援
を
行

う
。
産
後
ケ
ア
訪
問
や
母
子
共
に
医
療
機

関
で
休
養
の
機
会
を
提
供
す
る
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
事
業
を
実
施
②
関
係
機
関
と
連
携

し
早
期
発
見
・
支
援
の
体
制
づ
く
り
の
ほ

か
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
を
検

討
③
国
の
基
準
よ
り
低
く
し
て
経
済
的
負

担
軽
減
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
無
償
化
は

継
続
的
財
源
確
保
が
難
し
い
④
高
校
生
ま

で
拡
充
す
る
に
は
財
政

負
担
が
大
き
く
継
続
し

て
県
に
財
政
支
援
を
求

め
る
。

　
今
年
、
新
聞
で
民
生
委
員
の
な
り
手
が
な

く
困
窮
し
て
い
る
投
書
が
２
件
あ
っ
た
。
同

様
に
老
人
ク
ラ
ブ
や
子
ど
も
ク
ラ
ブ
等
で
も

困
っ
て
い
る
。
①
市
職
員
の
ま
ち
づ
く
り
へ

の
参
画
は
ど
う
か
②
退
職
・
再
任
用
の
市
職

員
へ
の
は
た
ら
き
か
け
は
③
企
業
等
の
ま
ち

づ
く
り
へ
の
参
画
促
進
の
手
だ
て
は
。

　
答
弁
　
①
職
員
が
地
域
活
動
に
関
わ
り

そ
の
実
情
を
知
る
こ
と
は
大
切
だ
が
、
時

間
的
な
制
約
が
あ
る
中
、
困
難
な
場
合
も

あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
実
情
に
応
じ
可
能
な

範
囲
で
関
わ
っ
て
ほ
し
い
②
現
役
時
代
の

経
験
を
地
域
活
動
に
生
か
す
こ
と
は
有
意

義
で
あ
る
。
本
市
の
退
職
者
説
明
会
に
お

い
て
も
地
域
活
動
へ
の
参
画
を
呼
び
掛
け

て
い
る
③
競
争
入
札
参
加
者
資
格
審
査
の

中
で
、
地
域
貢
献
や
社
会
貢
献
の
項
目
で

加
点
を
行
う
制
度
を
設
け
、
建
設
業
に
参

画
を
促
し
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
さ
ら

な
る
支
援
を
／

ど
ん
ど
ん
ど
ん

の
森
に
新
し
い

ス
タ
イ
ル
の
公

園
を

　
①
特
別
支
援
学
校
設
置
に
向
け
た
教
育
長

の
動
き
は
②
県
内
の
知
的
に
障
が
い
の
あ
る

子
ど
も
達
が
通
学
可
能
な
特
別
支
援
学
校
と

通
え
る
地
域
は
③
通
学
が
困
難
な
子
ど
も
達

は
佐
賀
市
だ
け
で
は
な
い
。
教
育
長
の
考
え

は
④
南
部
地
域
の
子
ど
も
達
が
通
学
で
き
る

特
別
支
援
学
校
の
設
置
に
向
け
た
対
応
は
。

本
市
の
子
育
て
支
援

の
強
み
は
何
か

諸
冨
八
千
代

多
布
施
川
河
畔
公
園

交
通
整
備
と
活
用
を

中
村　
宏
志
（
公
明
党
）

佐
賀
市
南
部
に
特
別

支
援
学
校
設
置
を
‼

山
田
誠
一
郎（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）

地
域
活
動
へ
の

積
極
的
な
参
画
を

川
﨑　
健
二
（
自
由
民
主
党
）

（
佐
賀
み
の
り

の
会
）
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３
月
10
日
㈮

３
月
13
日
㈪

３
月
10
日
㈮

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
帯
状
疱
疹
を
発
症
す

る
高
齢
者
が
急
増
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

で
予
防
で
き
る
が
、
全
額
自
己
負
担
の
た
め
接

種
を
希
望
す
る
市
民
に
は
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

と
な
る
。
①
公
費
助
成
に
つ
い
て
の
考
え
は
②

帯
状
疱
疹
の
症
状
及
び
ワ
ク
チ
ン
に
関
す
る

情
報
発
信
・
周
知
が
で
き
な
い
か
。

　
①
若
楠
小
校
区
児
童
の
指
定
校
以
外
へ
の

現
在
の
就
学
状
況
は
②
隣
接
校
選
択
制
の
結

果
に
よ
り
若
楠
小
学
校
の
統
廃
合
を
行
う
可

能
性
は
あ
る
の
か
③
小
、
中
規
模
校
を
支
え

る
観
点
を
教
育
委
員
会
は
持
っ
て
い
る
の
か

④
市
と
連
携
を
し
、
問
題
の
解
決
に
向
か
う

具
体
策
が
必
要
で
は
。

　
飼
い
犬
の
長
寿
命
化
に
よ
り
人
間
同
様
に

生
活
習
慣
病
や
認
知
症
状
を
発
症
す
る
事
例

も
増
え
て
き
た
。
①
高
齢
犬
に
対
す
る
取
り

組
み
は
②
新
た
な
国
家
資
格
「
愛
玩
動
物
看

護
師
」
に
対
し
て
期
待
す
る
こ
と
は
③
フ
ン

害
解
決
に
向
け
て
、条
例
以
外
に
「
イ
エ
ロ
ー

チ
ョ
ー
ク
作
戦
」
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
①
国
の
審
議
会
で
は
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
で
期
待
さ
れ
る
効
果
等
に
つ
い
て

引
き
続
き
検
討
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

当
面
の
間
、
国
の
動
向
や
ワ
ク
チ
ン
の

有
効
性
、
安
全
性
等
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
費
用
が
高
額
で
あ
る
こ
と
か

ら
公
費
助
成
に
つ
い
て
は
慎
重
に
検
討
し

て
い
く
べ
き
と
考
え
る
②
重
症
化
す
れ
ば

顔
面
麻
痺
等
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ

る
。
早
期
受
診
及
び
早
期
治
療
の
重
要
性

と
、
発
症
を
予
防
で
き
る
ワ
ク
チ
ン
に
つ

い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
◆
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い

て
／
医
療
費
助

成
制
度
に
つ
い

て

　
答
弁
　
①
対
象
児
童
の
う
ち
１
６
５
人

が
他
の
学
校
に
就
学
し
て
い
る
②
学
校
運

営
に
支
障
が
出
れ
ば
、
検
討
が
必
要
だ
が
、

若
楠
小
は
統
廃
合
が
必
要
な
状
況
に
な
い

③
教
職
員
の
配
置
数
が
少
な
い
こ
と
に
よ

る
課
題
へ
の
人
的
な
支
援
や
、
地
域
と
協

力
し
学
校
づ
く
り
を
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル
の
設
置
を
推
進
し
て
い
る
④
学

校
の
よ
さ
を
伝
え
る
た
め
、
フ
リ
ー
参
観

デ
ー
の
コ
ロ
ナ
禍
前
の
形
で
の
実
施
、
学

校
情
報
配
信
メ
ー
ル
や
マ
ス
コ
ミ
等
を
活

用
し
た
情
報
発
信
、
地
域
と
連
携
し
保
護

者
へ
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

◆
そ
の
他
◆
不

足
す
る
保
育
士

を
目
指
す
環
境

づ
く
り

　
答
弁
　
①
犬
の
飼
い
方
な
ど
を
ま
と
め

た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
動
物
と
の
共
生
啓
発

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
啓
発
②
動
物
病

院
な
ど
で
の
よ
り
質
の
高
い
医
療
の
提
供

を
可
能
と
す
る
。
ま
た
、
高
齢
動
物
の
ケ

ア
、
動
物
の
栄
養
管
理
な
ど
に
関
す
る
専

門
的
な
助
言
、
指
導
の
担
い
手
と
し
て
、

高
齢
者
施
設
で
の
セ
ラ
ピ
ー
活
動
な
ど
の

サ
ポ
ー
ト
や
ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
で
の

指
導
的
な
役
割
に
期
待
す
る
③
似
た
取

り
組
み
で
市
職
員
が
放
置
さ
れ
た
ふ
ん
に

チ
ョ
ー
ク
の
粉
を
か
け
て
飼
い
主
に
警
告

し
て
お
り
、
他
市
の
先
進
事
例
を
参
考
に

市
民
と
一
緒
に

な
っ
た
対
策
の

導
入
を
検
討
す

る
。

　
①
水
田
活
用
支
払
交
付
金
の
見
直
し
は
農

家
に
対
し
て
厳
し
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
は
②
交
付
対
象
外
農
地
は
付
加
価

値
が
下
が
り
、
作
付
す
る
農
業
者
が
い
な
く

な
る
と
懸
念
さ
れ
る
。
将
来
、
交
付
対
象
外

農
地
は
耕
作
放
棄
地
に
な
る
恐
れ
が
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
に
対
す
る
市
の
見
解
は
。

　
答
弁
　
①
災
害
復
旧
等
を
除
き
、
５
年

の
う
ち
一
度
も
水
張
り
を
し
な
い
農
地
は

交
付
対
象
と
し
な
い
要
件
が
追
加
さ
れ
、

レ
ン
コ
ン
栽
培
や
ハ
ウ
ス
栽
培
は
対
象
外

と
な
る
②
地
主
が
農
地
を
ハ
ウ
ス
栽
培
に

貸
さ
な
い
状
況
が
予
測
さ
れ
、
借
地
を
希

望
す
る
農
家
が
農
地
を
確
保
で
き
る
よ
う

県
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携
し
た
相
談
体
制
を
推

進
す
る
。
交
付
対
象
水
田
の
厳
格
化
や
畑

地
化
促
進
事
業
を
周
知
す
る
中
で
同
様
の

意
見
を
い
た
だ
い
て
お
り
、
地
域
の
課
題

と
し
て
国
に
報
告
し
て

い
る
。

◆
そ
の
他
◆
佐
賀
県
立

大
学
の
設
立
構
想
に
つ

い
て
／
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
ア

リ
ー
ナ
に
お
け
る
来
場

対
策
に
つ
い
て

学
校
選
択
制
の
課
題

解
決
の
具
体
策
と
は

永
渕　
史
孝
（
自
由
民
主
党
）

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

の
公
費
助
成
を
！

中
島　
妙
子
（
公
明
党
）

水
田
活
用
支
払
交
付

金
見
直
し
の
影
響
は

川
副
龍
之
介
（
自
由
民
主
党
）

人
に
も
動
物
に
も

優
し
い
佐
賀
市
に
！

村
岡　
　
卓
（
公
明
党
）

３
月
９
日
㈭
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答
弁
　
佐
賀
大
学
と
佐
賀
県
の
共
同
で

研
究
が
行
わ
れ
て
お
り
、
有
明
海
で
ノ
リ

養
殖
の
色
落
ち
や
貧
酸
素
化
に
よ
る
二
枚

貝
の
へ
い
死
の
原
因
と
な
る
珪
藻
ス
ケ
レ

ト
ネ
マ
属
の
種
類
を
特
定
す
る
こ
と
で
、

増
殖
傾
向
を
解
明
し
ノ
リ
養
殖
や
赤
潮
対

策
に
役
立
て
る
も
の
。
今
後
研
究
が
進
み

ス
ケ
レ
ト
ネ
マ
の
増
殖
し
や
す
い
状
況
な

ど
解
明
が
で
き
れ
ば
、
赤
潮
の
発
生
予
測

や
ノ
リ
の
摘
み
取
り
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
の

生
産
管
理
に
役
立
て
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
イ
ノ
シ
シ

被
害
の
現
状
と
今
後
の

対
策
に
つ
い
て
に
つ
い

て

３
月
10
日
㈮

３
月
13
日
㈪

　
清
掃
工
場
は
今
年
４
月
で
供
用
か
ら
20
年

が
経
過
す
る
が
、
令
和
６
年
度
か
ら
諸
富
町

と
三
瀬
村
の
ご
み
を
受
け
入
れ
る
予
定
で
あ

る
。
こ
の
た
め
処
理
量
の
増
加
が
予
想
さ
れ
、

改
修
が
必
要
と
の
こ
と
で
あ
る
。
改
修
時
の

コ
ス
ト
削
減
と
清
掃
工
場
の
地
元
地
区
へ
の

対
応
に
つ
い
て
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

　
答
弁
　
改
修
に
係
る
経
費
の
低
減
だ
け

で
な
く
、
維
持
管
理
に
係
る
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
の
削
減
も
重
要
で
あ
り
、
既
存

施
設
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
全
国
の

様
々
な
事
案
を
研
究
す
る
こ
と
で
コ
ス
ト

削
減
策
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　
清
掃
工
場
の
地
元
自
治
会
に
は
、
令
和

２
年
度
に
大
規
模
改
修
を
行
い
た
い
旨
を

伝
え
て
い
る
。
地
元
自
治
会
の
ほ
か
、
周

辺
の
自
治
会
に
対
し
て
も
、
順
次
丁
寧
に

説
明
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
そ
の
他
◆
佐
賀
市

過
疎
地
域
持
続
的
発

展
計
画
と
中
山
間
地

域
振
興
策
に
つ
い
て

　
本
市
の
清
掃
工
場
で
は
ゴ
ミ
焼
却
熱
を
利

用
し
、
発
電
を
行
う
電
気
の
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
電
力
を
地
域
新
電
力

を
設
立
し
、
地
域
新
電
力
に
売
電
す
る
こ
と

で
エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
流
出
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
、
域
内
の
経
済
循
環
を
高
め
る
こ
と
に
繋

が
る
と
考
え
る
が
本
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
答
弁
　
全
国
で
は
70
社
ほ
ど
の
自
治
体

が
関
与
す
る
地
域
新
電
力
会
社
が
設
置
さ

れ
、
そ
の
中
で
廃
棄
物
発
電
を
電
源
と
し

て
い
る
会
社
は
12
社
あ
る
。
自
前
の
電
源

が
確
保
で
き
て
い
る
会
社
で
は
、
電
力
の

市
場
価
格
高
騰
の
影
響
が
少
な
い
。
地
域

新
電
力
会
社
の
設
立
は
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
普
及
や
電
気
代
の
価
格
高
騰
な

ど
の
地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
取
り

組
み
と
し
て
有
効
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る

と
考
え
る
。
今
後
、
他
の
自
治
体
の
先
行

事
例
を
参
考
に
、
電
力

市
場
の
状
況
等
を
的
確

に
把
握
し
、
本
市
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
方
策

を
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
若
者
が
選
挙
に
行
か
な
い
現
実
が
あ
る
。

昨
年
、
佐
賀
工
業
高
校
で
実
施
し
て
効
果
が

あ
っ
た
期
日
前
投
票
所
の
設
置
を
、
市
内
の

他
の
高
校
や
短
大
で
も
行
い
、
若
者
の
投
票

率
ア
ッ
プ
に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。
市
の
考

え
を
問
う
。

　
答
弁
　
佐
賀
工
業
高
校
で
は
令
和
２
年

度
か
ら
選
挙
の
出
前
授
業
を
実
施
し
て
き

た
。
こ
の
体
験
を
生
か
す
た
め
、
昨
年
12

月
の
佐
賀
県
知
事
選
挙
の
際
に
県
内
高
校

初
と
な
る
期
日
前
投
票
所
を
設
置
し
た
。

同
投
票
所
だ
け
で
は
な
い
が
、
選
挙
権
を

有
し
て
い
た
生
徒
の
約
70
％
が
投
票
し
た

と
の
こ
と
で
、
本
市
の
18
歳
の
投
票
率
と

比
較
し
非
常
に
高
い
割
合
で
あ
っ
た
。
啓

発
効
果
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
投
票
所

の
執
行
体
制
の
確
保
等
を
十
分
検
討
し
た

上
で
、
短
大
や
他
の

高
校
へ
の
設
置
も
進

め
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
◆
島
義
勇

公
の
功
績
を
た
た
え

た
施
策
に
つ
い
て

　
毎
年
発
生
す
る
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
７
種

の
ス
ケ
レ
ト
ネ
マ
属
を
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
か
ら

有
明
海
に
い
る
種
が
ど
ん
な
種
な
の
か
判
別

す
る
検
査
方
法
が
佐
賀
大
学
の
研
究
で
開
発

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
種
別
の
特
性
に
合
わ

せ
た
生
産
管
理
が
で
き
、
画
期
的
な
赤
潮
対

策
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

清
掃
工
場
改
修
時
の

コ
ス
ト
と
対
応
は

松
永　
幹
哉
（
自
由
民
主
党
）

ノ
リ
養
殖
に
お
け
る

色
落
ち
の
重
大
さ

重
松　
　
徹
（
自
由
民
主
党
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
支
出
の

域
内
循
環
実
現
を

稲
葉　
嵩
広
（
自
由
民
主
党
）

市
内
の
高
校
に
期
日
前

投
票
所
の
設
置
を

黒
田　
利
人
（
緑
楠
自
民
）

佐賀工業高校の期日前投票所
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　　　　　　　　クノロジーを活用して社会課題を解決したり、生活の利便性を向上させるための取り組みのこと。

３
月
13
日
㈪

３
月
14
日
㈫

　
全
国
的
な
教
員
不
足
の
中
、
学
生
の
県
外
流

出
防
止
策
な
ど
不
確
定
要
素
が
多
い
。
世
界
デ

ジ
タ
ル
競
争
力
で
、
我
が
国
は
63
カ
国
中
62
位

の
項
目
が
あ
る
。
本
市
は
メ
タ
バ
ー
ス
の
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
最
先
端
技
術
専
門
学
校

誘
致
を
優
先
さ
せ
、
佐
賀
市
か
ら
世
界
へ
羽
ば

た
く
人
材
を
育
成
す
べ
き
で
は
。

　
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド(

郷
土
愛)

の
醸
成

は
市
民
が
主
体
と
な
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
で
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
市
役
所
各

部
署
の
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
に
関
わ
っ
て
い
る
。

人
口
減
少
対
策
を
さ
ら
に
推
進
す
る
為
に
全

庁
的
に
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
取
り

組
む
べ
き
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
。

　
①
駅
前
交
流
広
場
整
備
完
了
で
ハ
ー
ド
面

は
整
っ
た
。
街
の
賑
わ
い
創
出
に
は
今
後
、

民
間
と
連
携
し
た
施
策
が
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
②
旧
西
友

駐
車
場
敷
地
の
民
間
開
発
誘
導
へ
の
進
捗
状

況
は
③
国
ス
ポ
・
全
障
ス
ポ
後
を
見
据
え
た

観
光
振
興
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
答
弁
　
今
後
県
に
お
い
て
具
体
的
な
検

討
が
進
む
中
で
、
学
生
や
教
員
が
集
ま

る
か
ど
う
か
、
経
営
が
成
り
立
つ
か
ど
う

か
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
く
と
捉
え
て
い

る
。
市
と
し
て
は
、
佐
賀
の
子
ど
も
た
ち

の
希
望
を
か
な
え
、
人
材
育
成
と
仕
事
の

好
循
環
を
つ
く
り
、
地
元
に
残
っ
て
活
躍

し
た
い
と
い
う
若
者
が
増
え
る
こ
と
、
地

域
の
教
育
力
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
、

経
済
的
な
波
及
効
果
、
こ
れ
ら
地
域
に

と
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
期
待
さ
れ
る

県
立
大
学
の
誘
致
を
ま
ず
は
進
め
て
い
き

た
い
。

◆
そ
の
他
◆

オ
ス
プ
レ
イ

の
佐
賀
空
港

配
備
計
画
に

つ
い
て

　
答
弁
　
市
民
が
ま
ち
に
対
す
る
誇
り
や

愛
着
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
は
本
市
へ
の

人
の
流
れ
を
生
み
出
す
こ
と
に
繋
が
り
、

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ
て
大
変
重
要
な
要
素

と
捉
え
て
い
る
。
市
民
が
主
体
的
に
ま
ち

に
関
わ
り
、
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
の
姿
を

と
も
に
考
え
、
と
も
に
つ
く
る
、
そ
の
よ

う
な
ま
ち
づ
く
り
を
全
庁
的
に
意
識
し
て

取
り
組
み
、
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
実
現
す
る
た
め
の

取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
ス
ー
パ
ー
ア
プ

リ
を
活
用
し
、
市
民

が
気
軽
に
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
よ

う
な
シ※
３
ビ
ッ
ク
テ
ッ

ク
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
答
弁
　
①
令
和
５
年
度
か
ら
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
運
営
を
開
始
、
今
後
賑

わ
い
の
創
出
と
集
客
、
交
流
の
活
性
化
に

努
め
た
い
②
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
進
捗
が
遅

れ
て
い
る
が
事
業
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
新
た

な
事
業
者
の
掘
り
起
こ
し
を
継
続
し
て
い

く
と
と
も
に
行
政
支
援
な
ど
事
業
者
が
開

発
に
参
入
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
検
討

し
、
早
い
時
期
の
事
業
者
公
募
に
向
け
鋭

意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
③
リ
ハ
ー
サ

ル
大
会
を
含
む
Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
２
０
２
４
国
ス

ポ
・
全
障
ス
ポ
で
の
盛

り
上
が
り
を
引
き
続

き
観
光
の
振
興
に
繋

げ
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。

◆
そ
の
他
◆
防
災
意

識
の
醸
成

佐
賀
県
立
大
学
誘
致

は
佐
賀
市
に
必
要
か

平
原　
嘉
德
（
自
民
清
流
）

人
口
減
少
対
策
の

さ
ら
な
る
推
進
を

久
米　
勝
也

養
殖
ノ
リ
色
落
ち
被
害

養
殖
ノ
リ
色
落
ち
被
害

現
地
調
査
を
実
施
！

現
地
調
査
を
実
施
！

　
経
済
産
業
委
員
会
で
は
、
１
月
20
日
に

有
明
海
の
ノ
リ
漁
場
の
現
地
調
査
を
行
い

ま
し
た
。

　
初
め
に
佐
賀
県
有
明
海
漁
業
協
同
組
合

か
ら
説
明
が
あ
り
、
船
に
乗
り
漁
場
で
ノ

リ
の
状
態
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。
現
地
調
査
後
、
議
会
の

会
議
室
に
お
い
て
、
委
員
間
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

現地調査の様子

駅
周
辺
再
開
発
と

観
光
振
興
は

江
原　
新
子
（
自
由
民
主
党
）

（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

佐
賀
）
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さが市議会だより第 80号（令和 5年 2月定例会）

　
総
務
委
員
会
で
は
、
１
月
25
日
に
市
内

公
民
館
長
と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
①
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て

の
公
民
館
と
は
②
公
民
館
の
防
災
避
難
所

と
し
て
の
在
り
方
に
つ
い
て
③
公
民
館
の

現
状
に
つ
い
て
の
３
つ
の
テ
ー
マ
で
活
発

な
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

意見交換会の様子

総
務
委
員
会
で

総
務
委
員
会
で

意
見
交
換
会
を
開
催
！

意
見
交
換
会
を
開
催
！

〔
現
地
視
察
〕
佐
賀
市
排
水
対
策
基
本
計
画
の
「
溜

め
る
対
策
」
の
事
業
で
あ
る
、
佐
賀
城
お
濠
、
城

東
川
雨
水
調
整
池
、
川
上
地
区
遊
水
池
、
大
久
保

新
堤
で
現
地
視
察
を
行
い
、
市
の
担
当
者
か
ら
現

状
の
説
明
を
受
け
た
。
そ
の
後
庁
舎
で
田
ん
ぼ
ダ

ム
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
市
内
及
び
県
内
の
状
況

等
の
説
明
を
受
け
た
。

〔
質
問
〕
城
東
川
雨
水
調
整
池
の
事
業
費
の
う
ち
、

用
地
取
得
に
関
す
る
費
用
は
い
く
ら
か
。

〔
回
答
〕
面
積
が
約
１
万
６
０
０
平
方
㍍
で
、
用

地
代
が
約
９
４
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

〔
質
問
〕
田
ん
ぼ
ダ
ム
に
つ
い
て
、
補
助
金
の
期

間
は
３
カ
年
と
な
っ
て
い
る
が
、
期
間
終
了
後
は

ど
う
す
る
の
か
。

〔
回
答
〕
田
ん
ぼ
ダ
ム
は
県
の
制
度
で
、
実
施
期

間
が
３
カ
年
と

な
っ
て
い
る
。

期
間
終
了
後
に

つ
い
て
は
、
メ

リ
ッ
ト
が
確
認

で
き
れ
ば
、
県

に
長
期
間
の
実

施
を
要
望
し
た

い
。 １

月
16
日
開
催

特
別
委
員
会

水
害
対
策
調
査
特
別
委
員
会

　
佐
賀
市
議
会
で
は
平
成
21
年
４
月
に
佐
賀

市
議
会
基
本
条
例
を
施
行
、
平
成
22
年
度
か

ら
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
い
る
。
平
成
31

年
度
ま
で
市
内
の
複
数
公
民
館
を
回
っ
て
開

催
し
て
い
た
が
、
令
和
２
・
３
年
度
の
中
止
を

経
て
、
令
和
４
年
度
か
ら
従
来
と
は
違
う
開

催
方
法
を
検
討
検
証
し
て
い
る
。

　
西
脇
市
の
議
員
数
は
16
名
で
「
議
会
と
語

ろ
う
会
」
は
議
員
３
人
１
班
で
構
成
し
、
１

回
の
開
催
で
市
内
80
自
治
会
の
う
ち
20
自
治

会
を
回
り
、
１
年
に
２
回
開
催
し
て
２
年
で

全
自
治
会
を
回
る
よ
う
に
開
催
し
て
い
る
。

実
際
の
会
場
で
の
開
催
に
加
え
て
、
令
和
３

年
８
月
か
ら
は
コ
ロ
ナ
対
策
を
意
識
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
開
催
も

追
加
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ゆ

え
の
課
題
と
し

て
、
周
り
の
雰
囲

気
が
読
み
づ
ら
い

こ
と
、
他
の
人
の

声
が
聞
こ
え
な
い

　
栗
東
市
は
平
成
25
年
５
月
か
ら
対
面
型
議

会
報
告
会
を
実
施
し
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
令
和
２
・
３
年
度
は
開
催
を
中
止

し
た
。
こ
う
い
っ
た
状
況
の
中
で
も
ど
う
に
か

開
催
で
き
な
い
か
模
索
し
た
結
果
、
①
従
来

で
は
参
加
し
て
も
ら
え
な
か
っ
た
方
の
視
聴

に
つ
な
げ
る
②
議
会
に
関
心
が
な
い
方
が
議

会
を
知
る
き
っ
か
け
に
な
る
③
動
画
に
よ
っ

て
議
会
活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
議
会
へ
の
理

解
に
つ
な
げ
る
④
効
果
的
な
発
信
に
よ
る
広

が
り
の
可
能
性
と
期
待
⑤
コ
ロ
ナ
禍
の
中
の

非
接
触
型
対
応
が
可
能
と
い
う
理
由
か
ら
映

像
配
信
型
の
議
会
報
告
会
を
開
催
す
る
こ
と

に
し
た
。

　
内
容
・
原
稿
作

成
・
撮
影
場
所
選

択
・
撮
影
・
出
演
・

編
集
含
め
、
基
本

的
に
全
て
議
員
が

行
っ
た
こ
と
な
ど

を
挙
げ
ら
れ
た
。

　
西
脇
市
・
栗
東

市
共
に
新
た
な
層

の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
、
議

会
の
報
告
で
は
な
く
市
民
の
方
の
意
見
を
伺

う
機
会
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
な
ど

共
通
す
る
課
題
が
あ
っ
た
。

た
め
司
会
で
あ
る
議
員
と
参
加
者
の
１
対
１

の
構
造
に
な
り
や
す
く
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
た
。

視
察
報
告

２
月
15
日
（
水
）

２
月
16
日
（
木
）

視
察
者
９
名（　
　
　
　
　
）

永
渕
、
山
下
、
中
島
、
藤
田
、
江
口
、

諸
冨
、
稲
葉
、
西
岡
真
一
、
中
野

兵
庫
県
西
脇
市

滋
賀
県
栗
東
市

◎
議
会
報
告
会
に
つ
い
て

西脇市視察の様子

栗東市視察の様子

議
会
広
報
広
聴
委
員
会
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〔
委
員
間
協
議
〕
調
査
事
項
を
「
騒
音
や
排
水

を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
環
境
へ
の
影
響
お
よ

び
対
策
」「
施
設
の
配
置
な
ど
の
安
全
性
」「
住

民
へ
の
説
明
を
は
じ
め
と
し
た
住
民
理
解
」

「
地
域
振
興
策
」「
そ
の
他
駐
屯
地
計
画
に
関

す
る
事
項
」
と
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

〔
執
行
部
説
明
〕
①
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用

要
請
に
関
す
る
庁
内
検
討
会
を
設
置
し
た
②

12
月
13
日
付
け
で
国
に
68
項
目
の
疑
問
点
等

を
照
会
し
、
回
答
を
受
領
し
た
③
12
月
25
日

か
ら
の
３
日
間
で
県
民
等
に
説
明
会
が
開
催

さ
れ
、
延
べ
３
８
５
人
の
参
加
が
あ
っ
た
④

１
月
24
日
付
け
で
国
に
疑
問
点
等
を
再
照
会

し
た
⑤
今
後
、
懸
念
や
疑
問
等
の
論
点
整
理

を
行
う
。

〔
質
問
〕
説
明
会
の
回
数
を
増
や
し
、
北
部
地

域
等
で
の
開
催
を
国
へ
要
求
す
べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
国
ま
た
は
県

に
伝
達
し
た
い
。

経
由
し
Ｐ
Ｈ
（
ペ
ー
ハ
ー
）
測
定
し
て
い
る

か
。

〔
回
答
〕
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
か
ら
の
排
水
は
合

併
浄
化
槽
で
処
理
し
、
雨
水
は
オ
イ
ル
フ
ェ

ン
ス
を
数
ヶ
所
設
置
し
て
お
り
、
周
辺
環
境

に
問
題
は
な
い
。

〔
参
考
人
招
致
〕
駐
屯
地
計
画
に
関
す
る
住
民

説
明
会
の
開
催
実
績
等
に
つ
い
て
、
九
州
防

衛
局
か
ら
説
明
を
受
け
た
。

〔
参
考
人
説
明
〕
昨
年
末
か
ら
住
民
説
明
会
を

５
回
開
催
し
、
出
さ
れ
た
主
な
意
見
や
質
問

と
そ
の
回
答
を
、
調
査
事
項
ご
と
に
整
理
し

た
①
オ
ス
プ
レ
イ
が
複
数
機
で
飛
行
し
て
も

騒
音
が
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
は
な
い
こ

と
等
か
ら
、
複
数
機
で
騒
音
調
査
を
す
る
考

え
は
な
い
②
機
体
の
運
用
に
起
因
し
た
損
失

が
生
じ
た
場
合
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適

切
に
対
応
し
た
い
③
安
全
保
障
環
境
が
厳
し

さ
を
増
す
中
で
、
一
刻
も
早
く
佐
賀
空
港
へ

配
備
し
た
い
と
の
考
え
か
ら
、
年
末
の
時
期

で
あ
っ
た
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
住
民
説
明

会
を
開
催
す
べ
き
と
判
断
し
実
施
し
た
④
宿

舎
に
は
一
般
的
に
７
０
０
名
な
い
し
８
０
０

名
の
隊
員
と
相
当
数
の
家
族
が
居
住
す
る
見

込
み
で
、
一
定
程
度
の
経
済
効
果
が
見
込
ま

れ
る
⑤
地
権
者
の
意
向
を
踏
ま
え
ず
に
一
方

的
に
土
地
を
収
用
す
る
考
え
は
な
い
。

特
別
委
員
会

１
月
25
日
開
催

２
月
３
日
開
催

２
月
13
日
開
催

佐賀空港の自衛隊駐屯地計画に関する
調査特別委員会を設置

［
設
置
日
］

令
和
５
年
１
月
23
日

［
委
員
構
成
：
定
数
12
名
］

　
　
委
員
長
　
　
嘉
村
　
弘
和

　
　
副
委
員
長
　
山
口
　
弘
展

　
　
　
　
　
　
　
中
島
　
妙
子

　
　
　
　
　
　
　
西
岡
　
真
一

　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
憲
明

　
　
　
　
　
　
　
山
田
誠
一
郎

　
　
　
　
　
　
　
永
渕
　
史
孝

　
　
　
　
　
　
　
川
副
龍
之
介

　
　
　
　
　
　
　
堤
　
　
正
之

　
　
　
　
　
　
　
千
綿
　
正
明

　
　
　
　
　
　
　
中
野
　
茂
康

　
　
　
　
　
　
　
山
下
　
明
子

［
調
査
範
囲
］

・
周
辺
環
境
へ
の
影
響
お
よ
び
対
策

　（
騒
音
・
排
水
等
）

・
安
全
性
（
施
設
の
配
置
等
）

・
住
民
理
解
（
住
民
へ
の
説
明
等
）

・
地
域
振
興
策

・
そ
の
他
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
駐
屯

地
計
画
に
関
す
る
事
項

※
特
別
委
員
会
と
は
、
特
定
の
事
案

や
重
要
な
問
題
な
ど
、
議
会
が
特
に

必
要
と
認
め
る
と
き
、
事
案
ご
と
に

設
置
さ
れ
る
も
の
。

佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
駐
屯
地
計

画
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

〔
現
地
視
察
〕
駐
屯
地
予
定
地
の
概
要
に
つ
い

て
国
か
ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
を
行
っ
た
後
、

空
港
周
辺
に
位
置
す
る
２
カ
所
の
樋
門
を
視

察
し
、
排
水
の
現
状
を
確
認
し
た
。

〔
執
行
部
説
明
〕
①
１
月
29
日
の
説
明
会
に

２
６
６
名
の
参
加
が
あ
り
、
排
水
や
施
設
の

配
置
案
、
環
境
へ
の
影
響
等
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
行
わ
れ
た
②
国
か
ら
１
月
24
日
付
け

で
照
会
し
た
38
項
目
の
疑
問
点
等
の
回
答
を

受
領
し
た
③
今
後
、
懸
念
や
疑
問
等
の
論
点

整
理
を
行
う
。

〔
質
問
〕
複
数
機
の
オ
ス
プ
レ
イ
で
場
周
経
路

等
を
飛
行
し
て
、
騒
音
測
定
す
べ
き
と
考
え

て
お
り
、
国
へ
強
く
求
め
る
べ
き
で
は
。

〔
答
弁
〕
騒
音
に
対
す
る
強
い
懸
念
が
あ
る
こ

と
は
承
知
し
て
お
り
、
国
へ
伝
達
し
た
い
。

〔
参
考
人
招
致
〕
空
港
周
辺
に
位
置
す
る
２
カ

所
の
樋
門
お
よ
び
排
水
ポ
ン
プ
場
の
運
用
状

況
等
に
つ
い
て
、
関
係
者
か
ら
説
明
を
受
け

た
。

〔
参
考
人
説
明
〕
①
排
水
ポ
ン
プ
場
は
、
空
港

建
設
に
伴
い
上
昇
す
る
内
水
位
を
建
設
前
と

同
等
に
保
つ
た
め
に
設
置
し
、
強
制
排
水
を

実
施
し
て
い
る
②
ポ
ン
プ
稼
働
時
は
ノ
リ
養

殖
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

〔
質
問
〕
空
港
か
ら
の
排
水
は
、
浄
化
槽
等
を
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〔
意
見
〕
オ
ス
プ
レ
イ
の
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
機
能
に
つ
い
て
実
機
で
検
証
す
る
よ

う
求
め
た
い
。

〔
回
答
〕
オ
ー
ト
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
機
能
は
緊

急
時
の
手
順
で
あ
り
、
必
要
に
な
る
可
能
性

は
１
０
０
億
時
間
に
１
回
の
確
率
で
あ
り
、

シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
非
常
に
高
性
能
で
あ
る

こ
と
等
か
ら
、
実
機
の
使
用
は
考
え
て
い
な

い
。

〔
質
問
〕
オ
ス
プ
レ
イ
が
暫
定
配
備
さ
れ
て
い

る
木
更
津
駐
屯
地
で
、
騒
音
や
排
水
等
に
関

す
る
苦
情
は
出
て
い
な
い
の
か
。

〔
回
答
〕
木
更
津
駐
屯
地
に
関
す
る
協
議
会
が

設
置
さ
れ
て
お
り
、
機
体
洗
浄
時
の
騒
音
に

関
す
る
苦
情
が
出
て
い
る
こ
と
を
把
握
し
て

い
る
。

２
月
20
日
開
催

３
月
１
日
開
催

〔
執
行
部
説
明
〕
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用
要

請
に
関
し
、
論
点
整
理
骨
子
案
を
作
成
し
た
。

県
が
ま
と
め
た
論
点
整
理
や
、
そ
れ
以
降
の

市
議
会
等
で
の
議
論
、
説
明
会
で
の
質
疑
等

を
踏
ま
え
、「
オ
ス
プ
レ
イ
の
安
全
性
」「
環

境
へ
の
影
響
」
等
、
14
の
論
点
に
つ
い
て
整

理
し
た
。

〔
質
問
〕
市
全
域
を
対
象
と
し
た
説
明
会
開
催

の
要
望
が
出
さ
れ
た
場
合
、
ど
う
対
応
す
る

か
。

〔
回
答
〕
国
が
主
体
的
に
開
催
す
べ
き
で
あ

り
、
今
後
も
国
に
対
し
真
摯
な
対
応
を
求
め

て
い
く
。

〔
質
問
〕
今
後
、
市
と
し
て
駐
屯
地
計
画
に
対

し
何
ら
か
の
意
思
表
示
を
す
る
の
か
。

〔
回
答
〕
何
ら
か
の
意
思
表
示
を
す
べ
き
と
の

意
見
は
承
知
し
て
お
り
、
今
後
も
検
討
を
深

め
た
い
。

〔
質
問
〕
駐
屯
地
を
建
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
地
元
企
業
が
受
注
で
き
る
よ
う
国
へ

要
望
す
べ
き
で
は
。

〔
回
答
〕
市
の
責
務
の
一
つ
に
地
元
企
業
の
振

興
等
が
あ
り
、
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
を
国
へ

伝
達
し
た
い
。

〔
市
長
説
明
〕
佐
賀
空
港
の
自
衛
隊
使
用
要
請

を
、
２
つ
の
視
点
（
①
地
方
公
共
団
体
の
長

と
し
て
「
住
民
の
皆
様
の
生
活
を
守
る
」「
安

全
・
安
心
な
ま
ち
を
つ
く
る
」
と
い
う
使
命

が
あ
り
、
市
民
の
安
全
・
安
心
や
福
祉
の
増

進
を
見
据
え
つ
つ
、
様
々
な
対
応
に
つ
い
て

判
断
す
べ
き
で
あ
る
②
国
防
は
国
の
専
管
事

項
だ
が
、
安
全
保
障
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し

て
お
り
、
国
防
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い
る
）

を
踏
ま
え
て
慎
重
に
慎
重
に
検
討
を
重
ね
、

受
入
れ
が
や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
た
。
２

月
20
日
の
委
員
会
で
説
明
し
た
論
点
整
理
骨

子
案
を
も
と
に
、
国
へ
確
認
を
求
め
る
事
項

を
８
項
目
に
整
理
し
、
２
月
27
日
の
防
衛
副

大
臣
と
の
会
談
で
確
認
し
た
。
今
後
も
国
に

対
し
真
摯
な
対
応
を
求
め
、
合
意
事
項
を
着

実
に
履
行
す
る
よ
う
求
め
る
。

〔
執
行
部
説
明
〕
防
衛
副
大
臣
と
の
会
談
で
、

特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
の
指
定
に
つ
い

て
前
向
き
に
検
討
す
る
よ
う
求
め
た
こ
と
に

対
し
、
特
定
防
衛
施
設
の
指
定
を
含
め
、
対

応
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
駐
屯
地
の
設
置

や
運
用
が
及
ぼ
す
影
響
に
特
に
配
慮
し
つ

つ
、
市
民
の
不
安
や
懸
念
を
解
消
し
、
駐
屯

地
の
開
設
が
地
域
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う

市
と
協
力
し
て
対
応
し
た
い
と
の
回
答
を
得

た
。

〔
意
見
〕
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
２
ヶ
月

と
間
も
な
く
、
提
言
等
も
し
て
い
な
い
段
階

で
あ
る
。
騒
音
問
題
や
夜
間
訓
練
の
問
題
等
、

国
に
確
認
を
求
め
た
い
事
項
が
あ
る
中
で
、

自
衛
隊
使
用
要
請
の
受
入
れ
を
表
明
し
た
の

は
議
会
軽
視
で
は
な
い
か
。

〔
答
弁
〕
こ
れ
ま
で
５
回
開
催
さ
れ
た
説
明
会

の
内
容
や
、
国
へ
照
会
し
た
１
２
１
点
の
疑

問
点
等
に
対
す
る
回
答
等
を
も
と
に
論
点
整

理
骨
子
案
を
作
成
し
、
そ
の
内
容
を
も
と
に

対
応
を
求
め
、
責
任
を
も
っ
て
対
応
す
る
こ

と
を
確
認
し
た
。

〔
意
見
〕
自
衛
隊
使
用
要
請
に
つ
い
て
受
入
れ

が
や
む
を
得
な
い
と
示
さ
れ
た
の
で
、
こ
れ

か
ら
地
域
振
興
や
経
済
的
な
効
果
等
の
議
論

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

〔
意
見
〕
こ
れ
ま
で
説
明
会
や
特
別
委
員
会
で

議
論
等
が
行
わ
れ
、
防
衛
副
大
臣
と
の
会
談

を
経
て
最
終
的
に
判
断
さ
れ
て
お
り
、
確
認

す
べ
き
こ
と
を
確
認
し
、
適
切
な
手
順
を
経

て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。

〔
答
弁
〕
今
後
も
、
市
民
の
様
々
な
懸
念
へ
の

対
応
、
安
全
対
策
や
環
境
へ
の
配
慮
等
、
国

に
真
摯
な
対
応
を
求
め
て
い
き
た
い
。

〔
質
問
〕
特
定
防
衛
施
設
関
連
市
町
村
に
指
定

さ
れ
た
場
合
の
影
響
は
。

〔
答
弁
〕
駐
屯
地
の
設
置
お
よ
び
運
用
に
よ
る

影
響
に
対
し
、
生
活
環
境
の
改
善
等
に
つ
い

て
、
ハ
ー
ド
面
お
よ
び
ソ
フ
ト
面
の
両
方
で

支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〔
質
問
〕
既
に
指
定
さ
れ
て
い
る
市
町
村
で
支

援
を
受
け
た
事
例
は
ど
の
よ
う
な
内
容
か
。

〔
答
弁
〕
ハ
ー
ド
面
で
は
環
境
衛
生
施
設
、
教

育
文
化
施
設
等
が
あ
り
、
ソ
フ
ト
面
で
は
子

ど
も
医
療
費
の
助
成
や
予
防
接
種
事
業
が
あ

る
。



24

発

　行

　佐
賀
市
議
会

　
　編

　集

　議
会
広
報
広
聴
委
員
会

〒
8
4
0

－

8
5
0
1

　佐
賀
市
栄
町
1

－

1

　電
話
0
9
5
2

－

4
0

－

7
3
1
0

　令
和
５
年
５
月
15
日
発
行

この冊子は1部あたり20円で制作しています。
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再生紙を
使用しています。

議会ＢＣＰに関する議員研修会を開催しました

研修会の様子

　令和 5 年 2 月 2 日に「議会ＢＣＰ～減災オペレーション力向上の必要性と方法の提案～」をテーマに研
修会を行いました。議会ＢＣＰとは、大規模な災害等が発生した場合にとるべき議会及び議員の役割や行動
指針等を定め、迅速かつ適切な議会活動を確保することを目的とした
議会業務継続計画のことです。講師の有浦隆氏は自衛官として阪神淡
路大震災、東日本大震災等災害派遣対応を経験。その後熊本県危機管
理防災企画監に就任され、熊本県で初めての鳥インフルエンザの発生
時や、熊本地震の際に陣頭指揮を執られており、その経験を踏まえた
お話をいただきました。
　議員からは「防災の本質、新たな見方・考え方を学ぶことができた。
地元佐賀市の防災を考えていく良い機会となった」「課題点、改善点を
明確に教えていただいたことは議会としてもプラスになった。自らの
防災意識の向上につながった。」といった感想がありました。

問い合わせ（議会事務局）電話４０－７３１０　FAX ２５－５４０７  E-mail:gikai@city.saga.lg.jp

　さが桜マラソンの４年ぶ
りの通常開催、ＷＢＣでは日
本代表「侍ジャパン」が世界
一を奪還するなど、希望溢れ
る春の訪れに自然と心が躍
りました。
　今定例会では26名の議員
が一般質問に登壇し、また新
年度当初予算などの議案は
全て可決しました。

　議会を身近に感じていた
だきたく、５月に開催する議
会報告会の告知動画を皆で
作成しました。全議員が登場
する元気が出る（!?）動画に
なりましたので是非ご覧く
ださいませ。市民の皆様のお
声を直接お聴きすることが、
議員力の向上、そして市政の
発展につながると考えます。
皆様のご来場を心よりお待
ちしております。

（中島妙子）

議会通信簿

陣内　洋一さん（木原）

佐賀北高等学校
芸術科書道専攻　３年

～表紙題字の作者紹介～

黒原　釉吏さん
くろ はら ゆ　 り

これまでの高校生活
で得た知識や経験を
生かし、地域に貢献
できる人材になりた
いです。

〔将来の夢〕

綺麗な行書体で上品さを出しました。
一画だけ強調することで全体のバラン
スを意識しました。

〔題字〕

Q：佐賀市の自慢・良いところは？
A：大型ショッピングセンターも多く、医
　　療機関も充実していてとても便利です
　　し、子どもを育てる環境が整っていて、
　　なにかと、心地よい、生活しやすい街
　　です。

Q：佐賀市のこうなったらいいなぁというところは？
A：誰かが、誰かに、いつでも手を差し伸べているような街に、
　　そして、子どもの笑い声が絶えない街になってほしい。

Q：「議会だより」読んでますか？
A： 読んでいます。
Q：佐賀市議会に対する 5段階評価は？

じんのうち よういち

よ
く
で
き

ま
し
た

よ
く
で
き

ま
し
た

編 集 後 記
私が書きました !!
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◎佐賀市議会　６月定例会のお知らせ
　６月１５日（木）午前10時開会（予定）

議会報告会を開催します！議会報告会を開催します！
「議員と語ろう。～佐賀市の今とこれから～」

※会期日程等については、開会日に正式決
定し、ホームページでお知らせします。

日時：５月２１日（日）
　　　午後１時３０分受付開始
場所：メートプラザ佐賀（佐賀市兵庫北）
※詳しくは佐賀市議会ホームページをご覧く
ださい

佐賀県後期高齢者医療広域連合議会議員１名
の辞職により、令和５年１月臨時会において
選挙が行われ、議長の指名推薦により野中宣
明議員が当選しました。


